
    　

    【タイトル】ドアマット好きな俺がＢＬゲ転生した結果

    【著】猫宮乾

    　

    　

    【目次】

    　

    
        【一】ドアマットなＢＬゲーム知識

        【二】生徒会長が実兄？

        【三】悪役貴族が義兄？

        【四】魔術と父上

        【五】保健医が家庭教師？

        【六】別荘

        【七】風紀委員長は、俺の幼馴染？

        【八】第二王子殿下の生誕祭

        【九】魔力欠乏症

        【十】エストワール魔術学園幼年学院

        【十一】同寮者は、俺のクラスメイト？

        【十二】じゃがいも畑

        【十三】別荘での再会と荊棘城

        【十四】毛布の秘密

        【十五】初恋の季節

        【十六】身長差

        【十七】家族

        【十八】余裕

        【十九】季節風

        【二十】別れと出会い

        【二十一】事件

        【二十二】まさかのドアマット？

        【二十三】自分の気持ち

        【二十四】旅

        【二十五】ハッピーエンド

    
    　

    　

    　

    


    　


    
        【一】ドアマットなＢＬゲーム知識

        　

        　

        「いいねぇ、ドアマット……」

        　俺は、悲惨な主人公が、主要攻略対象の王子に助けられたスチルを回収しながら、思わず呟いた。このゲームは、十八禁ＢＬゲームで、魔法学校が舞台のシミュレーションだ。

        　俺はドアマットものならば、ジャンルを問わず好きなだけで、別段腐男子というわけではない。ただ、主人公がドアマット的な扱いを受ける上に男であるゲームは、圧倒的にBLが多いので、半ば必然的にＢＬゲーに手を出した次第である。

        　ドアマットというのは、まぁ、幸せになる前に、主人公が踏みつけられるかのように悲惨な目に合う、一連の流れだ。

        　中でも今回俺が遊んでいる、【荊棘の牢獄】というゲームは、レビューでも高評価が多く、俺も期待して臨み、結果として現在までは、非常に良い感じに進んでいる。

        　内容は、主人公のアルス（名前変換可能）という少年が、貴族とごく一部の平民のみが通う事が許される、エストワール魔術学園に入学する所から始まる。王国一番の名門校だ。

        　舞台の国、アリアステッドでは、貴族は全員が魔力を持って生まれ、平民は魔力を持たない。持っている場合は、突然変異だ。その突然変異者の中でも力がより強い者と、貴族達が通っている学園に、生まれつき貴族のアルスも通う事が決定されていた。本人意思では無い。

        　アルスが生まれた、ディノス伯爵家は魔術の名門なので、通わないのは恥とされたからである。しかしアルスには、魔力がほぼ無かった。そのため、家でも肩身が非常に狭い生活を送っていた――というのは、まぁオチではメタ的に言うと、幼少時の魔力暴発の危機で、膨大な魔力を封印されていただけだったから、周囲が誤解していたというのが正しいのだが、通う前から悲惨な生活を送っていたわけである。

        　当然入学後も、魔力がほぼなく、ほとんど魔術が使えないため、悲惨な目に遭う。非常に不憫だ。まったく……ニヤニヤしてしまう。俺は、可哀想な目に遭う主人公が大好物だ。俺の性格が悪い――から、というよりは、可哀想な目に遭った方が、幸せになった時を目にした瞬間に、俺の中のハッピーエンドゲージが最高潮に達するからというのが正しい。カタルシス的な。

        　このゲームは、ＢでＬなゲームなので、男同士の恋愛ものとなる。そのため、ここでいう幸せとは、最終的には恋愛をして結ばれるという事になる。

        　攻略対象は、一人目が、この国の第二王子だ。ゼルス殿下である。王族は、非常に膨大な魔力を持ち、この人物は権力も持ち、お顔もよく、俗に言うスパダリだ。当然性格も良い――と、いう設定だ。

        　二人目は、魔術学園風紀委員会委員長のロイル委員長だ。風紀委員長は、平等に悪を取り締まるので、この人物に限っては、最初から主人公を庇うというか、職務上助ける。ドアマット的に、俺はあんまり好きな攻略対象では無い。やっぱり最初は、少しは冷たい態度が見たい。

        　三人目は、平民出身者から初の生徒会長となったキリア会長だ。魔力を持たない人間を馬鹿にする、完全実力主義者である。この人物は中々良い。だが、主人公に最初冷たい態度を取りすぎているので、ハッピーエンド後に、若干もやっとする。掌を返した感が。

        　まぁ、この三人が、攻略対象で、フラグを回収して、誰かと恋に落ちるというのが、ゲームの流れである。他に特筆すべきなのは、脇役の三人だ。

        　一人目は、ひったすらに主人公のアルスをいじめ続ける、ライバル伯爵家のヴァルワ。俺の好きなキャラである。この人物は良い。中々に素晴らしいドアマットの立役者となる。

        　二人目の脇役は、寮の同室者のエツゼアである。人目のあるところでは塩対応だが、部屋で主人公と二人きりの時は、謝りながら手当などをしてくれる。小物っぽい人間味が俺は好きだ。

        　最後の脇役は、保健医のデュークス先生だ。怪我をした主人公の手当をしてくれる。普段は無表情で冷たく、いやいや仕事で手当をしているのかと思いきや、実は優しいという中々美味しい設定の持ち主で、結構ユーザーに人気だという。俺も嫌いではない。

        　主人公のアルスと、名前が出てくるこの六キャラクター、内三人が攻略対象で、ゲームは進んでいく。舞台が魔術学園なので、ファンタジー要素もあるようだが、シナリオにはあまり絡んでは来ない。

        「次、誰攻略しようかなぁ」

        　俺は既に、三周ほど、このゲームを楽しんでいる。ゲームをする前に攻略サイトを見ていたし、開始後にも三回もやっているので、内容は既に頭に入っている。フラグの建て方もばっちりだ。最近のチケットで読むアプリゲームよりも、古の美少女ゲームに近い内容で、構成としては時々頭を使うのが楽しい。

        　――爆発音がしたのは、その時の事だった。

        「!?」

        　硬直した俺は、天井に穴があいて、何かが降ってきたのを見た。それは俺の正面の机に落下――どう見ても隕石だ、と、理解した瞬間、その衝撃で俺の体は吹っ飛ばされた。後頭部を壁にぶつけ、俺は思わず咳き込んだ。周囲には砂埃が溢れていく。

        　続いて更なる轟音が響いた。痛む頭を必死で動かし視線を向けると、第二第三の隕石が次々と降ってきていた。

        　すると、周囲に光が溢れた。何やら魔法陣のようなものが広がっていく。

        　しかしそれを認識した頃には、俺は鈍く痛む頭に手を沿え、ほとんど意識が無い状態となっていた。あ、俺、これは死ぬわ。そう考えたのを最後に、俺は意識を手放した。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【二】生徒会長が実兄？

        　

        　

        「リンク！　目を開けてくれ……リンク！」

        　その言葉を聞きながら、俺はうっすらと目を開けた。ジクジクと頭が痛む。硬い寝台の上で目を開けた俺は、簡素な木の天井を見ていた。粗末な灯がぶら下がっている。

        　……ん？　ここは、何処だ？

        「良かった、リンク！　目が覚めたんだな！」

        　俺が起き上がろうとすると、その背に小さな手が添えられた。小さな、と思うのだが、俺の体的には、その手は大きい。ん？　俺はまず、自分の両手を見た。子供サイズだと感じたのだが、そもそも俺は子供なのだから、適正サイズなのでは無いかと考える。しかし、強烈な違和感がある。

        「リンク……本当に心配したんだぞ。王都で魔力暴発事故が起きたらしく、ここまで土魔術の落石があって、お前は死ぬ所だったんだ」

        　その言葉に、俺は視線を向けた。すると、俺の『兄』のキリアがそこには立っていた。兄のキリアは、平民ながらに莫大な魔力を持っている。一応、その弟の俺も、そこそこの魔力を持っている。俺の名前は、リンクだ。平民には、名前しかない。俺は今年で、三歳だ。もうすぐ、四歳になる。十分大人だが――ん？　そこまで考えて、やはり壮絶な違和感がある気がした。俺が、三歳？　さっきまでの俺は、三十歳くらいじゃなかっただろうか？　いいや、そんな馬鹿な。なんなのだろう、この二重の記憶は……。

        「とにかく無事で良かった……」

        　俺の頬に手を添えて、涙ぐんでいるキリアを見る。黒い髪に紫闇の瞳。切れ長の瞳をしていて、いつもは意地悪だと俺は知っていた。しかし弟の俺には、本当は優しいという事が分かる。

        　と、同時に何故なのか、将来キリアが魔術学園の生徒会長になるという知識が、俺の中にはあった。

        　そこで――ハッとした。あれ？　これ？　え？　さっきまで俺が遊んでいたBLゲームの攻略対象じゃないのか？　いいや、ちょっと待て。三歳の幼子の俺に、この文明機器のない世界で、どうやってゲームが出来たというのか。

        　サッと俺は青くなり、冷や汗をかいた。もしや、これって、あれではないのか……？　俺は、なんとなく隕石の事故で死んだ気がするから、転生してしまったのではないのか？　俺には、物心がついてから今に至るまでのリンクの記憶と、おぼろげにだがゲームを楽しんでいた前世の最後の記憶がある。

        「本当は、きちんとした医術師に見せたいが、俺達平民には……うう……」

        　キリアが涙ぐんでいる。いつも気丈なだけに、俺にはその兄の姿が辛い。

        「俺は大丈夫だよ？　泣かないで」

        　慌ててそう告げると、涙を拭ってから、キリアが顔を上げた。俺達は二人だけの兄弟で、物心ついた時から母親はおらず、父は冒険者として出稼ぎに行き、ギルド口座に生活費を入金してはくれるが、俺は顔すら見た事がない。名前は知っている、オルトだ。しかしそんな父も、ゲームには出て来なかった。

        「お兄ちゃんが、必ずリンクの事は守るからな」

        　俺の肩に、小さな両手を置き、意志の強い瞳でキリアが言った。頷いた俺の黒い髪も揺れる。鏡で見た記憶の限り、俺の瞳の色は緑だったはずだ。

        　……。

        　ゲーム。

        　ゲームってなんなのだろう？

        　意識を明確に取り戻すに連れ、ゲームをしていた側の記憶がおぼろげになってきた。そう感じていた時、俺のお腹が音を立てた。

        「キリア、お腹すいた」

        「お兄ちゃんと呼べと言っているだろう」

        「キリアお兄ちゃん……」

        　すんなりと呼び名が入ってくる。しかし俺が幼子という部分が、しっくりこない。

        「すぐに食事を用意する」

        　そう言うとキリアが部屋を出ていった。この小さな木造の家には、二部屋しかない。ひとつは二人で眠るこの寝室、もう一つは、キッチンやテーブルがある玄関から直通の部屋だ。そう思い出しながら起き上がると、俺の頭には、包帯が巻いてあった。

        　……王都の魔力暴発事故、と言っていたが、それはシナリオの、アルスの魔力が封印される事になった事故だったりするのだろうか？　もしやそもそも、俺のゲーム中に降ってきた隕石も、その影響だったりするのだろうか……？

        「出来たぞ」

        　そんな風に考えていると、キリアが木の器をもって戻ってきた。銀色のスプーンを受け取りながら、器の中を見る。具がじゃがいものみの、ほぼ水のように見えるシチューが入っていた。しかし俺の知識としては、これでも二人暮らしの中では、かなり豪勢な食事だと理解できた。俺とキリアは貧乏なのだ。兄は怪我をした俺に、用意しておいてくれたらしい。だが、前世知識（？）がある俺にとっては、とっても貧しいお湯のような気分だ。

        「キリア」

        「ん？　驚いたか？　奮発したんだ」

        「――俺も、キリアを守る。俺が豊かにしてやる！」

        　俺の言葉を聞くと、キリアが虚をつかれたような顔をした。それから照れくさそうに笑った。

        「有難うな」

        　こうして、俺達の貧しい二人暮らしが、改めて始まった。

        　

        　

        　――前世らしき現代及びゲームの知識があるのだから、俺はなんとかなると考えていた。しかし、現実は世知辛い。三歳の子供にできる事は非常に少ない、というのは変わらないだろうが、なにせここは、俺から見るとある種の異世界なのだ……。家電がない。貴族は、魔道具と呼ばれる、何らかの品を使っているようだったが、俺とキリアの家には何もない。文明レベルはお世辞にも高いとは言えなかった。

        　俺が三歳で、キリアは五歳。俺はもうすぐ四歳となるから、学年で言うならば、キリアは一つ上のようだった。そのキリアは、畑を既に耕している。そこでじゃがいもときゅうりを作っているのだ。キリアにそれが可能なのは、膨大な魔力を持っているからである。

        　一方の俺は、キリアには劣るが魔力を持っている。しかし、平民に生まれた魔力持ちの子供は、多くが病弱らしく、俺も病弱だった。体が魔力に耐えられないらしい。だから平民の魔力持ちの子供は、多くが死んでしまうそうだ。キリアのように健康なままで、強い魔力を持っている子供というのは、本当に少ないらしい。

        　そのため、俺は魔力を持ってはいるが、畑仕事をするような魔術は禁止されていた。反動で病気になってしまうかららしい。

        　そんな我が家の食卓は、じゃがいもを煮たもの――たまに豪華だと、シチューとなり、他にはきゅうりのピクルスばかりだった。前世知識が戻る前からすれば通常であるし、戻った今も慣れたので、これらはご馳走である。

        　服はボロボロだ。近所の人が同情して恵んでくれた服を、キリアが魔術でツギハギしながら作ってくれる。俺は、何も出来無い。完全に守られていた。それが心苦しい。逆に守るには、一体どうしたら良いのだろう？

        　そう考えていた、ある日の事だった。

        「リンク……話がある」

        「何？」

        「やっぱり、子供の俺達だけで、それも病弱なリンクと一緒に暮らすのは、不安なんだ」

        「俺、もっと強くなるよ」

        「今もリンクは十分強い。その心根だけでも……ただな、お兄ちゃんは心配なんだ。リンクに何かあったらと思うと……」

        「キリア？」

        　きゅうりのピクルスを食べていた俺は、苦しそうな兄の顔を見て、首を傾げた。すると瞳に涙を浮かべて、キリアが俯いた。

        「貴族から、養子にならないかという話が来たんだ」

        「え？」

        「明日から、リンクは、そこのおウチの子供になる」

        「え!?　俺が!?　キリアじゃなく!?」

        「――お前が、だ。お前は、病弱でさえなければ、俺よりも魔力も強い。それに貴族なら、きちんとした医術師にも、体を見せてくれるはずだ。そうすれば、普通に魔術を使えるようになる。何も心配はいらない」

        　それを聞いて俺は目を見開いた。病弱だとは聞いているし、よく風邪こそひくが、大病の実感などはないからだ。

        「キリアはどうするの？」

        「俺はここでじゃがいもを作るのが、合ってるんだ。じゃがいもを作ってお金を貯めたら、奨学金をもらいながら、魔術学園に通うのを目指す！」

        　この日の食事は、今まで食べた中で一番味の濃いシチューだった。

        　そして翌日、俺は迎えに来た馬車に乗っていた。

        　四歳になった日の出来事で、目が覚めたら既に馬車に揺られていたのだ。

        　俺には、抵抗する術は何もなかった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【三】悪役貴族が義兄？

        　

        　

        「お前が今日から俺の義弟となる孤児か」

        　貴族のお屋敷に行くと、玄関を入ってすぐに、腕を組んでたっていた子供に、そう声をかけられた。子供といっても、俺よりも少しだけ大人びて見えた――というより、俺はハッとした。

        　ここにきて、久方ぶりにゲーム知識が蘇ってきたのである。

        　どこからどうみても、彼の緑色の瞳には、面影があった。

        「今後この、ルスルリアーツ伯爵家の名に泥を塗る事が無いように」

        　家名を聞いて、俺は確信した。主人公をいじめ抜いた、ドアマットの立役者のヴァルワの伯爵家だったからである。

        「お前がなぜ選ばれたか分かるか？」

        「……」

        「瞳の色が、緑色だったから。ただそれだけだ」

        　その言葉に、俺は自分の外見を思い出した。俺と兄のキリアはどちらも黒髪だったが、俺の瞳は緑色、兄は紫色の瞳をしていた。対するヴァルワを見ると、ヴァルワもまた緑色の瞳をしている。ただしこちらは白金色の綺麗な明るい色彩だ。

        「孤児を引き取るのは、貴族の施しの一環だが、仮にも我が家の一員を名乗る者には、緑色の瞳以外は許されない。それが風魔術の権威たるルスルリアーツ伯爵家の矜持だ」

        　ゲームの設定の通りならば、ヴァルワは俺の一歳年上――つまりキリアと同じ年で現在五歳のはずなのだが……子供っぽさの欠片もない。冷たいし、難しい事を喋っている。

        「なんとか言え」

        「……よろしくお願いします」

        　俺が必死で言葉をひねり出すと、ヴァルワが目を細めた。それから、ぷいっと顔を背けた。その仕草だけは、子供らしい。

        「俺は下賎な平民の血を持つお前を、弟だなんて思わないからな」

        　う、うーん。これは、俺に、ドアマット風な境遇が直撃している。俺は、中身は、子供と大人が融合した状態にあるので、この程度のイヤミで涙したりはしないが、すっごく何とも言えない。しかし、ここで波風を立てるのもためらわれる。何せ、キリアは俺を思って、ここへと迎えられる手続きをしてくれたのだろうしな……。

        「た、ただ……そ、その……特別に、兄と呼ぶ事を許してやらなくはない」

        「？」

        「だ、だから！　物分りが悪いな！　ヴァルワ兄上と呼んでも良い。ひ、人目があるからな！　孤児であっても、差別せず育てるという決まりが、国にはあるそうだ」

        　……。

        　心なしか、ヴァルワの頬が赤くなった。なんていうか、ゲームで見ていた時とは違う。冷徹な意地悪というより、ツンデレに見えてきた。しかし俺の兄はキリアだ。うーん。あちらは『お兄ちゃん』、こちらは、『兄上』――か。

        「ヴァルワ兄上」

        　試しに呼んでみたら、ヴァルワが真っ赤になった。こういう表情変化は子供らしい。

        「仕方がないから部屋まで案内してやる！」

        　そう言うと、ヴァルワが歩き始めた。慌てて俺は後を追いかける。周囲の使用人達は、どこか微笑ましそうに俺達を見ていた。

        　案内された部屋は、二階の奥にあって、扉を開けると、仕切りがあって更に三部屋があった。この部屋だけでも、俺とキリアが暮らしていた家よりもずっと広い。毛足の長い絨毯が敷かれていて、いかにも高級そうな調度品が並んでいる。とても子供部屋には見えない。俺の前世の記憶で言う、中世ヨーロッパの貴族風の部屋だった。

        「お前は平民だから、この狭さで我慢しろ」

        「……広い。すごい」

        　思わず呟くと、ヴァルワが目を丸くした。それから誇らしそうな顔をして、腕を組む。

        「ルスルリアーツ伯爵家は、格式ある豊かな家だからな！」

        　こうして――俺の新生活は幕を開けた。初めての食事の席、本日は、義父となったルスルリアーツ伯爵は不在との事で、義母となる人は出てこなかった。なので、俺とヴァルワで食事をした。俺はいちいち美味しい料理に感動しながら……キリアは今も薄いスープを飲んでいるのだろうかと時に考えては心が痛くなる。そのため、時々手が止まった。

        「――口に合わないのか？　平民の分際で」

        　するとヴァルワに言われた。慌てて俺は顔を上げる。

        「ううん。美味しすぎて……家族にも食べさせたかったなって思って」

        「家族？　お、お前の家族は、今日からは俺がいるだろう！　だからそんな風に悲しそうな顔をするな！」

        　それを聞いて、俺は息を呑んだ。ヴァルワ……なんていい子なんだ。焦ったように俺を見ているヴァルワは……端的に言って、ゲームの悪役には見えない。口調こそ、こうして顔を合わせた時から変わらないが、垣間見える感情は、優しい子供らしさが感じられる。

        「ありがとう、ヴァルワ兄上」

        　俺が笑顔を浮かべると、ヴァルワが目を見開いた。小さく息を呑んでいる。そして直後、真っ赤になった。照れているらしい。

        「俺は良識ある貴族だからな。ルスルリアーツ伯爵家の跡取りとして、当然の振る舞いをしているだけだ。か、勘違いするなよ！　あくまでも、こ、これは、貴族の義務で、だ、だから――その……一緒にいてやるだけだ」

        　必死に口調を保とうとしているヴァルワが愛おしく思えてきてしまった。俺は、キリアにしろヴァルワにしろ、兄弟運に恵まれているらしい。

        　食後は、お風呂に入った。こちらも白亜の浴槽で、非常に豪華だった。

        　そうして天蓋付きの寝台で、眠る事になった。

        　あんまりにもふかふかで、俺は疲れていたのもあったが、すぐに眠りに落ちたのだった。

        　

        　

        


        　

    

    
        【四】魔術と父上

        　

        　

        　翌朝、俺はレースのカーテンから漏れてくる陽の光で目を覚ました。

        「ん……」

        　寝返りを打って、寝台のふかふかさを実感してから、俺は両手を緩く握るようにして右頬に当てた。まだ眠い。微睡みながら惰眠を貪っていると、コンコンとノックの音が聞こえた。

        「失礼いたします」

        　入ってきた使用人さんが、俺の毛布をはいだ。起きなければ……そう思って体を起こすと、使用人さんが微笑した。彼はクローゼットを開けると、俺用のいかにも貴族風のシャツや下衣、ベストを取り出し、戻ってきた。

        「ありがとうございます」

        　キリアとの暮らしでは自分で着替えていたし、転生前の記憶でも自分で着替えていた（ような気がひしひしとするし）、自然と俺は手を差し出した。だが、彼は笑顔で首を振る。

        「お手伝いさせて頂きます」

        「え」

        　狼狽えながらも、さらりと首筋に手をかけられて、夜着を脱がされた。ま、まぁ……四歳だしな、俺。自分で着るのは難しそうな服でもあるし、手伝ってもらっても良いか。そんな事を考えながら、首元のリボンを結んでもらう。

        　それから、食堂へと促された。そこには、ヴァルワと使用人達の姿がある。本日も、俺の義理の母になったらしい夫人の顔はないし、伯爵もいない。

        「おはようございます、兄上」

        　俺が声をかけてみると、じろりとヴァルワが俺を睨んだ。

        「ああ」

        　会話はそれだけだった。機嫌が悪そうに見えるが、低血圧なのだろうか？　そのまま食事を終えるまでの間、俺は何度かヴァルワの様子を窺ったが、なんだか本日は物憂げな様子だ。気まずい空気が漂っているものだから、俺は……食後にポツリと聞いてしまった。

        「どうかしたの？」

        「どういう意味だ？」

        　……返ってきた声も冷たかった。だが、ヴァルワが顔を上げたので、正面から目が合う。

        「その……なんだか、暗いから……」

        「暗いだと？　この俺が、か？　俺は活発な活動を、伯爵家の人間として行っている。今日だって、貴族子息の幼年会に参加してくる」

        　そう言った時、ヴァルワの瞳がさらに暗くなった。なるほど、そこに行きたくないんだろうなぁ。俺はすぐにそう悟った。

        「どんな会なんだ？　兄上」

        「馴れ馴れしい口調をやめるように。ルスルリアーツ伯爵家の人間としてふさわしい振る舞いを身に付けろ」

        「ご、ごめんなさい、ヴァルワ兄上」

        「――家格がある程度釣り合う貴族子息の食事会だ。くだらんお喋りが俺は好きではないんだが、人脈作りも次期当主としての大切な仕事だからな」

        　まだ五歳だというのに、大変なんだなぁ。俺は漠然とした感想しか抱く事が出来無い。貧乏も大変だったが、裕福だと、裕福なりの悩みがあるらしい。

        　その後、食事を終えて、ヴァルワは出かけて行った。

        　残された俺は、使用人に連れられて部屋へと戻った。

        　これからは何をして過ごすんだろう？

        　何気なく、部屋を見渡す。小さな本棚があって、その上にはクマのぬいぐるみがおいてあった。それだけが子供らしい。並んでいる本を一冊抜き取ってみる。文字の読み書きは、キリアと二人で絵本を読んで学んだから、簡単なものならば、俺にも分かる――と、思っていたのだが、違うらしい。

        「こんな単語初めて見るけど、意味が分かる」

        　俺には、それらを日本語のように理解できた。

        「え？　何これ」

        　続いて開いた本は、数学の本だった。解ける。思わず目を丸くして、ゆっくりと首を傾げた。転生知識が、どうやら勉強面で使えそうだと発見した瞬間だった。それから次々と本をめくっていったが、やはりどれを見ても理解できた。

        　――が、それよりも、驚いたのは魔術書だ。

        　俺がしていたＢＬゲームには、あんまり深くはファンタジー要素は出てこなかった。が、魔法陣の模様を見ると、俺にはどれがどのマークかすぐに分かったのである。本に記載されている魔法陣は、暗記するまでもなく、何度もゲームをした俺の頭の中には入っていた。

        「あ」

        　その中の緑色の魔法陣を思い浮かべていたら、周囲に風が発生した。緑を選んだのは、瞳の色の話を聞いたからだった。部屋中の小物が宙に舞い上がる。俺は、魔力があるとこそ聴いていたが、実際に魔術を使うのは初めてだったので、思わず冷や汗をかいた。

        　瞬きをして脳裏から魔法陣を打ち消すと、風は収束し、小物は元の位置にふんわりと落ちて戻った。

        　……魔術、すごい。

        「本当に俺にも、魔力があったんだなぁ」

        　思わず呟いて喜んでいると、走ってくる足音が聞こえた。そして乱暴に扉が開いた。

        「今の魔力は!?」

        　入ってきたのは、髭を生やした壮年の男性だった。服を見ると、非常に上質な貴族服を着ている。

        「あ、あの……本を開いたら、その……」

        「すごい……さすがは、引き取った価値がある――あ、いいや、すまないな。初対面だというのに、このような言い方は悪かった。私は、ルスルリアーツ伯爵だ。よろしければ、父と呼んでくれ」

        　ルスルリアーツ伯爵は、それから、しゃがんで俺に視線を合わせた。

        「怪我がなくて、まずは良かった。君がリンクだね？」

        「はい……」

        「私はジルヴァ＝ルスルリアーツと言うんだよ」

        「ジルヴァ父上」

        　口に出して呼んでみると、伯爵は優しく微笑した。

        「妻にも今度紹介しよう」

        　こうして、俺は今後の父親とも対面を果たした。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【五】保健医が家庭教師？

        　

        　

        　その日の夜は、帰ってきたヴァルワ兄上とジルヴァ父上と、三人で食事をとる事になった。大勢の使用人さん達が、本日も豪華な食事を用意してくれた。俺はキリアとの生活では、この世界に存在しないんじゃなかと考える事すらあった肉をナイフとフォークで切り分けながら、それでもあの薄いシチューが恋しくなった。キリアは元気だろうか。

        「孤児のわりに、ナイフとフォークが使えるんだな」

        　その時、ボソリとヴァルワが言った。心の中で呼び捨てにしているわけだが、うっかり口にも出してしまいそうなので、俺は兄上・兄上と、内心で念じる。ヴァルワ兄上と呼ばなければ。

        「確かに目を瞠るマナーを持ち合わせているようだね」

        　父上にも言われ、俺は顔を上げた。前世の俺がファミレスで培ったナイフとフォーク知識は、異世界では十分通用するらしい。それもそうか……多分だけど、巷にはあんまり溢れていないからだ。

        「それでこそ、このルスルリアーツ伯爵家の者に相応しい」

        　どことなく誇らしそうに、ヴァルワ兄上が言った。すると父上が優しく笑いながらワイングラスを手に取る。

        「ヴァルワも礼儀作法を覚えるまでには、苦労したからな」

        「ち、父上！」

        「何事も練習からだ。現にヴァルワは、今は立派な紳士に近づきつつあるだろう？」

        　ジルヴァ父上の声に、嬉しさと恥ずかしさが綯交ぜらしき表情で、ヴァルワ兄上が真っ赤になった。本日の夕食は和やかだ。

        「そうそう、リンクにはやはり膨大な魔力もあるようだし、ヴァルワ同様、相応の紳士にたる学識や礼儀作法を身につけて欲しいからね、明日からは家庭教師を手配しているよ。将来的には、エストワール魔術学園に入学して欲しいものだが」

        　父上の言葉に、俺はゲーム設定を思い出した。確か、十五歳で入学するのだったと思う。とすると、あと十年くらいは、俺には学校といった義務は無いのだろうか。キリアも行くと話していたし……ぜひ再会したいから、俺も頑張りたい所ではある。

        　こうして、その日の食事は終わった。

        　翌朝も使用人さんに起こされて、俺は着替えを手伝ってもらった。

        　朝食の席は、再びヴァルワと二人になった。父上は多忙らしい。

        　朝は、あまり会話がなかった。やはり、ヴァルワ兄上は低血圧なのではないかと俺は思う。半分寝ているように見えたからだ。あるいは、遅くまで起きていたのだろうか？

        　こうして食後――俺は、家庭教師の先生と対面する事になった。

        「あ」

        　俺は挨拶前に、思わず声を上げてしまった。なにせそこに立っていたのは、ゲームでは保健医をしていたデュークス先生だったからである。

        「キルラス伯爵家三男のデュークスと言う。現在は、エストワール魔術学園を卒業して、そのまま魔術学園付属高等大学院に進学している。今後、リンクと言ったか？　君が、魔術学園付属幼年学院への進学可能年齢になるまでの間、一切の礼儀及び魔術を教える事となっている――……面倒だが」

        　それを聞いて俺は、魔術学園には入学前にも入学後にも、更なる教育機関があるらしいと初めて知った。俺もそこに行くのだろうか……？　進学可能年齢になったからといって、行くとは限らないから、後ほど考えよう。

        　デュークス先生は、ゲーム設定だと三十歳だったと思う。魔術学園は三年制だから、十八で卒業して、十年後に保健医をしているとすると、現在は十九歳から二十歳で、大学院という所に在籍しているのだろう。俺のイメージだと大学院は大学の後に行くものだけど、高等と聞くと高校だし、やはりこの辺の異世界用語は、そこまで馴染めない気がする。前世知識の弊害かも知れない。

        　先生は、ゲームと同じで、薄い青色の髪と、金色の瞳をしている。この辺は、ゲームらしい色彩だ。これは、この世界でもアルバイト的な扱いなんだろうか？

        「まずは、リンクの基礎学力と潜在魔力の確認をする」

        　そう言うと、先生が魔道書を一冊取り出した。それから俺と机を交互に見た。

        「座って、今から置く紙の、分かる部分に記載をするように」

        　頷いて俺は、ペンを手に取った。万年筆に似ている。内容は、現代日本でいう所の、『単語のお勉強』だった。リンゴという単語とリンゴの絵を線で結んでいく形だ。俺はサカナとサカナの絵を線で結んだり、パンの絵に線を引いたりした。チート感が半端ない。分からない問題がゼロだ。

        　次は簡単な算数で、俺は三角形がどの絵かを選ぶ作業をした。

        　勉強は、分かると楽しい。なので、わくわく気分で簡単な問題を解いていった。

        　そして全てが五分程度で終わったので、先生に振り返った。

        「出来ました」

        「早いな。見直しはしたのか？　見直しというのは、わかるか？」

        「何回か回答を確認する事？」

        「そうだ――見せてくれ」

        　先生はひらりと紙を手にし、それから目を見開いた。

        「さ、さすがは、ルスルリアーツ伯爵家が引き取った子供だけはある……の、か？　だとして、どこで習った？　識字率が低いこの王国にあって、たった四歳で全問正解とは……」

        　驚いている先生を見て、まさか前世知識だと言うのも憚られるので、俺は曖昧に笑うにとどめた。

        「――続いて、魔力の確認をする。この本の上に、掌を置いてくれ」

        「はい」

        　先生が開いたままの魔道書を机に置いたので、俺はその上に、ぺたりと手を乗せた。

        　すると瞬間、周囲に風が巻き起こった。金色の風だ。魔法陣が宙に広がっていく。

        「き、金色……五段階中四段階目の膨大な魔力だ」

        「それって、どのくらいですか？」

        　思わず尋ねると、先生が俺を見た。

        「多くの貴族は二、平民の魔力持ちは基本的に一、三あれば強い魔力の持ち主となる。五段階目は研鑽を積んだ神に近しい領域となる」

        　漠然としていて、さっぱり分からなかった。

        「潜在魔力があるからといって、使えるとは限らない。今後は、その使い方を僕が教えていく事になる――簡単な頼まれごとかと引き受けたが、まさかこんなにも膨大な魔力を持つとは……」

        　俺よりも、キリアの方がすごいので、だとするとキリアは神の領域なのだろうか。

        「それに医療魔術専攻の僕が家庭教師役に指名されたのは、貴族出自でないから体に過度に負担がかかるからだ。あまり無理をして、魔術を使用しないように。今後は、僕の指示のもとで使ってもらう」

        　心なしか先生は、興奮して見えた。そしてゲームでは寡黙な印象だったが、相応によく喋る。しかしまさか、ここで出会うとはなぁ……。

        　そんな事を考えた一日だった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【六】別荘

        　

        　

        　その後数日で、俺の生活のリズムが出来ていった。

        　使用人さんに起こされ、ヴァルワ兄上と朝食後、午前中はデュークス先生と座学の勉強をして、昼食後、魔術の勉強をする。昼食と夕食は、ヴァルワ兄上と一緒である事が多い。あの広い食堂で、兄上はこれまで一人で食べていたのだろうか。周囲に使用人さんがいるとは言え、広いのも考えものだと思う。

        　昼食時になると、先生はふらりといなくなる。休憩時間らしく、邸宅の中にあてがわれている先生の部屋で過ごしているらしい。俺の学習のための準備や、昼食のようだった。

        　父上は、週に一度は夕食の席で顔を見る。もしくは仕事の都合で帰ってきている時に、俺の勉強風景を見に来る。

        　こうして過ごしていたある日の夜、父上がこの日も夕食の席にいた。俺はヴァルワ兄上の正面に座っていて、父上は右隣の突き当たりに座っている。

        「明日からは、別荘に行こう」

        　父上の言葉に、俺は顔を上げた。

        「別荘ですか？」

        「うん。ルスルリアーツ伯爵領のはずれのオーガスの街に、避暑地があるんだ。リンクを連れて行くのは初めてだな」

        「庭には毎年小鳥が巣を作るんだ」

        　続けたヴァルワ兄上の声に、父上が微笑んでいる。

        　小鳥かぁ。これまでの人生で、俺は果たして、鳥を意識した事があっただろうか。しかし嬉しそうな顔をしている兄上を見ていると、きっと可愛いのだろうなと考えてしまう。

        　――翌日、俺達は別荘へと旅立った。家庭教師業はしばらくお休みだと、午前中に顔を出していった先生が話していた。出発は午後からだったので、午前中は勉強をしたのだ。

        　四人乗りの馬車に、俺と兄上が二人で座っている。父上は別の馬車らしい。なお、今に至るまで俺は、母上（？）の姿を見ていない。記憶をたどってみるのだが、ＢＬゲームに女性が出てきた記憶がない。一体どういう状態にあるのだろう。

        　そんな事を考えている内に、俺はお昼寝をしてしまった。

        「――ろ、起きろ、おい！」

        「ん」

        　声をかけられた時には、馬車が停まっていた。俺はヴァルワ兄上の肩に頭をあずけて眠っていたらしい。兄上は真っ赤になっている。怒っているのだろうか。

        「ついたぞ」

        「あ」

        　見れば、本邸ほどではないが、こちらも大きな邸宅の前に、馬車は停車していた。御者さんが扉を開けてくれて、俺はヴァルワ兄上に促されて外へと出た。するとずらりと並んでいる使用人さん達が、俺達に挨拶をした。……慣れない。『おかえりなさいませ』の唱和に、複雑な気分になりながら、俺は中へと入った。

        　すると父上が立っていた。

        「今から部屋に案内させるよ。この辺りは、貴族の別荘地でもあるから、私は食事会などで屋敷を空ける事も多いが、二人はゆっくり楽しんでくれ」

        　俺が頷くと、ヴァルワ兄上が睨むように俺を見た。

        「仕方がないから、遊んでやる。お前の面倒を見てやらなければならないなんて、兄も大変だな」

        　吹き出しそうになった。ただ、遊ぶというのは、俺もちょっと楽しみでもある。俺の中の子供の部分が、早く庭に行きたいと叫んでいた。

        　案内された部屋は風通しの良い南の部屋で、俺は寝台に座りながら、窓の外を見る。大きな緑色の木が見えた。幹まで緑色に見える。風が小鳥の鳴き声を運んでくる。いざこうして訪れてみると、小鳥にも会いたくなってきた。

        　立ち上がって俺は、窓のそばまで歩み寄ってみた。

        「ん？」

        　すると、隣の庭まで視界に入ってきた。並んで立っている、別の貴族の別荘があるらしい。そちらの庭には、ボールを手にしている少年が一人いた。

        「……既視感」

        　思わず俺は呟いた。チョコレート色の髪と、鮮やかな青緑色の瞳は――ゲームの中の風紀委員長にそっくりだったのである。ロイル委員長だって、学園に通っていたのだから、基本的に貴族のはずである。ただゲームの設定で、家柄を気にせず悪しきは断ずるというものがあっただけだ……。

        「ま、まさか」

        　隣の家は、風紀委員長の家の別荘なのだろうか？　そう悩んでいると、ノックの音がした。

        「来てやったぞ」

        　入ってきたヴァルワ兄上に、俺は振り返った。

        「ねぇ、兄上。隣は、誰の家？」

        「ユーゼス伯爵家の別荘だ」

        「俺達と同じ年くらいの子供がいる？」

        「ん？　ああ、ロイル＝ユーゼスか？　知っているのか？」

        「ううん。今窓から見えたから」

        　俺の言葉に、兄上が腕を組んだ。

        「俺も名前は知っているが、会った事はないんだ。幼少時から、隣国に留学していると聞いた。彼は母親が、このアリアステッド王国の隣のミルディリア帝国の出身らしい」

        「ふぅん」

        　隣の国は、ゲームには出てこなかったし、過去の留学体験についての情報をシナリオ等で見た記憶もない。しかし名前からして、風紀委員長だろう。

        「機会があれば、挨拶くらいしても良いだろうな。それよりリンク。庭に行くぞ」

        「はい！」

        　こうして俺達は、外へと出る事にした。

        　鳥の巣というと木の上のイメージだったが、庭の片隅の芝の合間に、小さな巣が作られていた。

        「触ってはダメだぞ。人間の匂いが付くと、親鳥が世話をしなくなるらしい」

        「うん、分かった！」

        　小さな黄緑色の鳥の雛は、本当に愛らしかった。

        　鳥を観察した後は、兄上に連れられて、庭中をあちらこちらと見て回る。

        　そうして日が落ちる手前で、執事さんに声をかけられて、屋敷の中へと戻った。

        　夕食は、この日は父上も交えて三人で食べた。

        　大きなホタテを焼いた一品が、本当に美味しかった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【七】風紀委員長は、俺の幼馴染？

        　

        　

        　翌日は、父上の挨拶回りに、兄上も同伴する事になったので、俺は一人で待っている事になった。とはいえ、使用人さん達は、大勢屋敷の中にいる。

        　寝台に座り、ぷらぷらと足を動かしながら、俺は腕を組んだ。

        「やっぱりどう考えても、昨日のは風紀委員長だよな……」

        　どうやら、家庭教師のデュークス先生の存在を考えても、俺も将来的には魔術学園に通うことになるらしい。それ自体には不満はない。キリアとも再会できるだろうし。

        　ただ、気になるのは、ヴァルワ兄上だ。ちょっとツンデレらしいが、俺は最近、優しさに気がつき始めた。だが、ゲームの通りであるならば、兄上はドアマットの立役者なのだ。いわゆる、悪役だ。

        「主に兄上を成敗するのが、風紀委員長なんだよなぁ……」

        　俺はゲームシナリオを思い出しながら、思わず唸った。ゲームの中で兄上は、何かと魔力を使えない主人公を、いじめる。虐め抜く。理由はあまり語られていなかったが、靴を水浸しにしているシナリオなどもあった。

        　それを風紀委員会のメンバーとして、委員長が取り締まるのである。格好よく、罪を糾弾していた。

        「このままだと、兄上が悪役になってしまって、隣の家のアイツによるざまぁ展開が待ち受けているのか……？」

        　そう考えると、一気に憂鬱になってきた。

        　どうして兄上が悪役道に転ぶのかはわからないが、それは俺が近くにいるのだから、全力で阻止していけば良いだろう。そうすれば、兄上は悲惨な目には合わない。これは良いだろう。だが、それだけで、風紀委員長は目をつけなくなるだろうか？　決して風紀委員長が悪いわけではないのだが、俺はここの所の生活で、ヴァルワ兄上に愛着が沸いていた。

        「敵をちょっと観察しておいた方が良いかもな」

        　まだ敵になると決まったわけではないが、万が一兄上が今後性格悪く育ってしまった時の事を考えると、風紀委員長対策は必要な気がした。俺はキリアを助けたいと思ったが、ヴァルワ兄上の事も守りたくなってきたのである。

        　そんな事を思いつつ、俺は庭に出た。

        　すると――……白いボールが、隣の庭から転がってきた。

        　何気なく手を伸ばしてから、俺はハッとした。これは昨日、風紀委員長が持っていたボールだ。

        「悪い、飛んでいってしまったんだ」

        　その時、声がした。顔を上げると、隣の家との境界の柵越しに、風紀委員長に将来なるはずの、ロイルが立っていた。やはりどこからどう見ても、風紀委員長だ。

        「そういう事もあるよね」

        　俺はつくり笑いを浮かべて、ボールを手渡すために、柵へと向かった。すると俺からボールを受け取った少年が俺をじっと見た。

        「お前は？　俺は、ロイル＝ユーゼスと言う」

        「――ルスルリアーツ伯爵家の、リンクです」

        　シナリオの通りなら、ロイルも俺の一学年上だったと思う。俺が名乗ると、ロイルがスッと目を細めた。

        「ヴァルワ＝ルスルリアーツでは無いのか」

        「違います。ヴァルワ兄上は、今、父上と一緒に出かけているよ」

        「リンクは留守番か？」

        「うん」

        　俺は喋ると、思考とは裏腹に、幼い口調になりやすい。特に困ってないから良いと今までは思っていたのだが、これではあんまりにも威厳がなくて、風紀委員長に何か話したとしても怖がってもらえない気がした。すごく近づいて悪役ざまぁ展開を断念してもらう（俺の威厳で）という計画は、浮かんだ瞬間に消え去った。ならば逆に、極力近づかないほうがいいだろうか？

        「俺も留守番なんだ。暇でな。一緒に遊ばないか？」

        「！」

        　しかし、ロイルの側が距離を縮めてきた。なお、実際に暇なので、俺も遊びたい。

        　こうして俺達は、ボールを投げ合って遊び始めた。ドッジボールのような、キャッチボールのような、柔らかく大きめのボールを互いに投げた。その内に熱が入ってきてしまい、俺は全力で腕を動かす。だがロイルは余裕綽々といった表情で、ボールを全部受け止めている。

        「くっ……俺の球を止めるなんて！」

        「逆にひ弱そうなリンクが中々の球を投げるから驚いているぞ」

        「ば、馬鹿にしてる！　ロイル！　俺はひ弱じゃないよ！」

        　思わず叫ぶと、ロイルが吹き出した。このボール遊びは、ロイルが夕食に呼ばれるまでの間、柵越しに続いた。

        「またな」

        「うん。またね」

        　ロイルを見送った頃には、俺は疲れきっていた。

        　――その日の夜は、よく眠れた。ふかふかの寝台に沈みながら考える。

        　キリアは元気だろうか……俺だけ、こんなふうに豪華な場所に居て、なんというか辛い。兄も一緒に住めたら良かったのになぁ。そう思っている内に、俺は眠りに落ちた。

        　翌日も父上とヴァルワ兄上は、食事会の予定があるとの事で、朝早くから出かけて行った。俺はといえば、昨日のボール遊びが楽しかったため、本日も庭へと出ていた。将来の敵の観察から目的が完全に変わっていたが、まぁ良いだろう。悪い奴ではなさそうだったのだし。

        　しかし、ロイルの姿は見えない。どこかにいないだろうかと見渡したが、俺の身長では遠い先は見えないので――木に登ってみる事にした。隣の庭に面している緑色の木を登っていく。指先がヒリヒリしたが、気にならない。

        「んー、いないなぁ」

        「リンク!?」

        　するとロイルの声がした。驚いた。別荘の正門の方から響いてきたからだ。

        「ロイル！」

        「何をしているんだ危ないだろうが！」

        「ロイルがいないかなと思って――ロイルこそどうしてそこに？」

        「遊びに来たんだ」

        　……。な、なるほど。俺も堂々と正門から行けば良かったのか。そう後悔していたら、ロイルが走ってきた。

        「早く降りて来い、ゆっくりとだ、落ちたらどうするんだ！」

        「平気だよ――だいじょ……あ」

        　大丈夫だと告げようとした瞬間、ズルリと俺の足が滑った。うわ、落ちる。思わずギュッと目を閉じて、俺は落下の衝撃を覚悟した。

        「っ」

        　瞬間、周囲に暖かい風が吹いた。驚いて目を開けると、ロイルが空中に手で魔法陣を描き、風魔術を発動させてくれていた。そのままふんわりと、俺の体は降りて行き、真下にいたロイルの上で静止した。

        「危なかった……」

        　ロイルが俺を抱きとめると、魔法陣が収束していき光の粒子となって消えた。どうじに風も消える。

        「ごめん……」

        　俺は、魔術を使うという発想が、咄嗟に浮かばなかった自分に愕然とした。ロイルがいなかったら、完全に落ちていた。

        「無事で良かった」

        　ロイルが俺の頭を優しく撫でてくれた時、一気に恐怖が浮かんできて、俺は思わず両腕をロイルに回す。しがみついて涙をこらえた。

        「なんというか、放っておけないな、リンクは」

        「有難う、ロイル」

        　こうして、無事に俺の事故は阻止されたのだった。

        「これからは、俺が幼馴染として、一緒にいる時は守る」

        「え？」

        「昨日、お父様に教わったんだ。小さい頃に近所に住んでいて、一緒に遊んだ相手は、将来幼馴染という名前になるんだと。ルスルリアーツ伯爵と俺のお父様も幼馴染だそうだ」

        　そう言うと、ロイルが微笑した。

        「それで俺は、名前を聞いてヴァルワ＝ルスルリアーツに会ってみようと思っていたんだが、リンクと出会えて本当に嬉しい。そうだ、これを」

        　ロイルはそう言うと、首から十字架のアクセサリーを外して、俺の首にかけた。十字架の隣には、小さな銀色の指輪がはまっている。

        「一目見た時から、この指輪をリンクに渡したくなっていたんだ」

        「これは？」

        「プレゼントだ」

        　そういう事が聞きたいわけではなく、どういう品なのか問いたかったのだが、まぁ、子ども同士の記念品だろうと考え直す。

        「今度俺も何かプレゼントするね」

        　そこへ、騒ぎに気づいた使用人さん達が出てきた。こうして、俺とロイルは屋敷の中へと促された。ただ、怪我はないものの、俺は診察を受ける事になり、すぐにロイルは帰されてしまった。そして俺は、帰ってきた父上と兄上に、危ないことをしてはならないと一時間は怒られたのだった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【八】第二王子殿下の生誕祭

        　

        　

        　怪我は一切無いのだが、翌日は、丸一日安静にするようにと言い付けられた。

        「まったく！　木に登るなんて、なんて、なんて危ない事を！　助かったのは運が良かったからだからな！　次からは絶対にやってはダメだぞ！」

        　ずっとヴァルワ兄上が、俺のベッドの隣の椅子に座って怒っている。怒り続けている。これでは安静にするのは無理だ。しかし、それだけ心配してくれているというのが、ちょっとだけ嬉しい。本日父上は、隣のユーゼス伯爵家へとお礼に出かけている。

        「お前に何かあったら俺は……話を聞いた時は……っ、俺の方が死んでしまう気分になった！　責任を取れ！」

        「心配してくれて有難う、兄上」

        「……とにかく、無事で良かった」

        　俺の頭を撫でながら、ヴァルワ兄上が涙ぐんだ。俺、愛されてるなぁ。この優しい兄上を悪役にしてはならないだろうし、兄上がざまぁされるような展開は何としても阻止しなければならないだろう。

        　その日は、ゆっくりと休み、翌日には本宅に帰る事になった。

        　最後にロイルに会いたかったが、残念ながらその機会は無かった。

        　なお、帰宅したのは、俺が木から落ちたからではない。第二王子であるゼルス殿下の生誕祭が行われるため、同じ年頃の貴族の子息が招かれていて、なんと俺にも招待状が届いていたからである。……筆頭攻略対象だった人物だ。お立場的にも、間違いないだろう。

        　そう考えながら準備をして、父上と兄上と共に馬車に乗り込んだ。別荘から帰って三日後の事である。この日のために仕立ててもらった服は、まだ着慣れていないから、お世辞にも動きやすいとは思えない。

        「失礼がないように」

        　父上が俺とヴァルワの頭を交互に撫でた。その感触が優しくて、俺は安心感を覚えた。

        　王宮に到着し、俺は父上の後について、兄上の一歩後ろを歩く。

        　第二宮の大広間が会場だった。吹き抜けで二階に続いていて、階段を登った先にはテラスが見える。天井には、魔術で灯りが光る豪華で巨大なシャンデリアがあった。各テーブルの上には燭台がある。中央ではダンスを踊るらしい。

        　俺は会場を見渡して、一つの事実に気がついた。

        　――ドレス姿の女性が一人もいないのだ。会場にいたのは、男のみである。

        　考えてみると、屋敷の使用人さんも全員男だし、俺はこの世界で物心ついてから、一度も女性を見た記憶がない……！　え？

        「兄上」

        　俺は思わずヴァルワ兄上の袖を掴んだ。

        「どうかしたか？」

        「子供はどうやって生まれてくるの？」

        「な」

        　率直に俺は聞いた。雄しべと雌しべが交わらなければ、子供は生まれてこないはずではないか。まさか、そんな、この世界がいくらＢＬゲームの世界だとは言え、男しか存在しないということはないよな……？

        「教会で夫婦が祈ると、ユリカゴの中に光が現れて、子供になるのを知らないのか？」

        　ヴァルワ兄上が声を潜めた。そして心なしか頬を赤くした。

        「それまでには、同じベッドで眠り、同じ毛布にくるまらなければならないそうだ。詳しい事は、家庭教師に習うものだ。こんな場所で、俺の口からは、とても――っ、いきなりなんでそんな事を聞くんだ！」

        　それを聞いて、俺は腕を組んだ。

        「あ、あのさ、足の親指と親指の間から生まれてくるわけじゃないの？」

        「？　親指と親指の間？　どういう意味だ？」

        「え、えっとさ、夫婦とか奥様とか、そ、そう！　父上も妻って言っていたけど、お母さん――女の人はいないの？」

        　そういえば、キリアと共に読んだ童話にも、一度もお姫様は出てこなかった。そもそも俺達が読んでいた絵本は、猫や犬のお話が多かったのだが。

        「女の人は、神話だ。女神様が出てくるが、神話というのは、大昔に書かれた物語で、現実の事じゃない」

        「え!?」

        「……神話を真実だと信じていたのか？」

        「し、信じてないけど……じゃ、じゃあ、女の人はいないの？」

        「少なくとも俺は見た事が無い。白い鴉を探すようなものじゃないのか」

        　俺達がそんなやり取りをしていると、コツンと床を踏む踵の音がした。同時に吹き出すように笑う気配がした。顔を上げると、そこには、ゲームで見たゼルス王子の面影がある少年が一人たっていた。

        「相変わらずヴァルワは博識だな」

        「殿下……！　恐縮です」

        「そちらが噂の義弟か？」

        「は、はい――リンク、ゼルス殿下だ。ご挨拶を！」

        　兄上が俺の後頭部に手を置き、強制的にお辞儀をさせた。慌てて俺も腰を折る。

        「お初にお目にかかります、ゼルス第二王子殿下。ルスルリアーツ伯爵家のリンクと申します。以後、お見知り置きください」

        　俺はこの日のために、デュークス先生に暗記させられた挨拶を、滞りなく述べた。

        「そう畏まらなくて良い。私はヴァルワの友達だ」

        「恐れ多いです、殿下」

        　ゲーム設定だと、ヴァルワ兄上の一歳年上のはずのゼルス殿下は、金色の髪を揺らしながら、青紫色の瞳を俺に向けた。優しい笑顔も、スチルの絵にそっくりだ。なんとなく貫禄もある。王者の風格とでもいうべき、特別な気配が漂っている気がした。周囲にもポッカリと空間が出来ている。

        「今宵は楽しんでいってくれ。リンク、覚えておくぞ、君の事を。最近のヴァルワは、幼年学院でも君の話ばかりしている」

        「殿下……」

        　兄上が真っ赤になった。そういえば日中兄上はいない日があったが、どうやら幼年学院とは、毎日通う学校では無いらしい。

        「学院内のサロンでも、最近はリンクの名を知らない者はいないほどだ」

        「サロン……？」

        「――限られた者のみが所属を許される、【荊棘会】というサロンが、エストワール魔術学園の系列には全て存在しているんだ。貴族や王族のコミュニティだ。招きがあれば入る事が出来るから、いつかリンクもヴァルワに連れてきてもらうと良い」

        　そう言うと、ゼルス殿下は悠然と微笑んだ。そして、ヴァルワ兄上を見る。すると兄上が深く頭を下げた。

        「お誕生日おめでとうございます」

        「有難う」

        　こうして、生誕祭の夜は流れていった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【九】魔力欠乏症

        　

        　

        　どうやら、貴族幼年学院は、五歳から週に一度、年齢を重ねるにつれて、連日通うようになる学校らしかった。俺がそれを知ったのは、デュークス先生の座学の指導が激化した頃の事である。

        「君なら大丈夫だろうが……なにせ、四歳でこの学力は、神童とでもいうしかない」

        　学院の入学式は、来年の春らしい。現在は秋だ。このアリアステッド王国には、四季がある。なお時間も十二時間ずつで二十四時間だ。この辺りは、転生前の世界に即したゲーム設定だなぁと思う。年月も十二ヶ月の約三十日だ。俺の誕生日は三月の終わりである。

        　俺が引き取られてから、既に半年が経過している。来年には俺も五歳というわけだ。思いのほか、幼年学院への入学時期は早かったのである。

        「無試験の貴族令息の入学とは異なり、引き取られたとは言え平民出自の君には、難関と言われる試験が待ち受けている。落とすために、本来であれば高等大学院の入試で出題されるような魔術問題が出される場合もあるから、気を引き締めるように」

        　俺は威勢良く頷いたが、正直困っていた。どれが簡単な魔術で、どれが難しい魔術なのか、俺には判断が出来ないのだ。この世界の魔術は、宙に魔法陣を指か杖で書くか、魔法陣が記されている魔導書を開くか、脳裏に魔法陣を思い浮かべると発動するらしい。しかし俺から見ると、どれもゲームで見覚えのある図形なのだ。やりこみすぎて、暗記していただけなので、難易度など分からない。なにせＲＰＧでは無かったのだから。

        　新しい魔法陣を見たとしても、記憶しているものとの差異を少しばかり暗記すれば、俺には使用可能だ。そんな俺に、デュークス先生は、片っ端から魔導書を読ませてばかりいる。国語や算数は、もうやらなくて良いらしく、最近では礼儀作法とピアノ、語学、そして魔術はの勉強ばかりだ。語学は主に、隣国のミルディリア帝国語を習っている。

        「まさか、帝国語まで流暢に話せるとはな……」

        　デュークス先生はそういうのだが、俺から見ると、アリアステッド王国語との違いは、ひらがなとカタカナの違い程度にしか感じない。これは、もしや、あれなのだろうか。俺、聞いたことがある。チートというものだ。転生ってすごい。なんというか、ここまでの人生は、非常にイージーモードである、勉強面は。

        「リンクのように才能あふれる子供が、平民の中には紛れているんだな」

        「俺のお兄ちゃんはもっとすごいんだよ」

        「ヴァルワか？」

        「ううん。キリアというんだよ」

        「――そうか。ここに来る前にも、家族がいたんだな」

        　俺の言葉に、デュークス先生が複雑そうな顔をした。それから、小さく首を傾げて、どことなく悲しそうな顔をした。いつもは無表情に近いから、珍しい。

        「恋しいか？」

        「え？」

        「会いたいか？」

        「うん」

        　当然、会いたい。そして叶うことなら、美味しいご飯を持って行ってあげたい。なので大きく頷くと、ぽんと先生が俺の肩に両手を置いた。

        「今度、街の見学の授業をしよう。お兄さんが住んでいる近くで」

        「！」

        　それを聞いて俺は、胸がいっぱいになった。そうだった、この先生は、優しいキャラとして評判だったではないか。本気で俺を想ってくれたらしい。不覚にも涙腺が緩みそうになった。

        「美味しい食べ物を持っていきたい」

        「そうだな。その為にも、今日の勉強をしっかりと頑張ろう」

        「頑張ります！」

        　こうして、俺は必死に勉強に取り組んだ。結果――頑張りすぎたらしい。

        　午後の講義で、大規模な魔術を起動してしまった結果、翌日俺は起き上がる事が出来なかった。

        　魔術の反動で、体に力が入らなくなってしまったのだ。

        　なんでも――貴族は、空気に溢れる魔力を、自然と体が吸収して、魔術を使ってもすぐに魔力がもどるらしい。しかし平民の突然変異の場合は、俺のように多くの者が、それを出来無い。そのため、抜けてしまった力が戻るまでの間は、体に力が入らず、起き上がれなくなってしまうそうなのだ。

        　魔力欠乏症というらしい。俺は、初めてそれを経験していた。

        　入学式は春だが、入学するための試験はもうすぐだ。俺は合格したら、その知らせを持ってキリアの所に行きたいと思っていたので、力の入らない体で焦ってしまった。なんとか起き上がろうとしたら、険しい顔のデュークス先生に、ベッドへと押し戻される。大きな手が、俺の肩に触れた。

        「無理をしてはダメだ。それにしても、あの規模の魔法陣は、通常であれば練習で宙書きしても発動しないというのに……完璧に制御した上で発動させてしまうなど――魔術学園など飛び級して、すぐにでも高等大学院に進学可能なほどの力だ」

        　デュークス先生は、俺の頭の上に濡れた布を置いた。実は、俺は熱も出していて、全身もインフルエンザでも患ったかのように痛む。

        「どれくらいで治る？」

        「三日もすれば治る、というより、僕が責任を持って治す。僕の研究対象は、平民の空気中からの魔力補完だからな。安心するといい」

        　そう言うとデュークス先生が、俺の左手首に緑色の宝石がはまった、銀の細い腕輪をはめた。

        「この魔導具で、それが理論上は可能になるんだ。実際に、いくつかの実験で効果を確認している。実験台にするようで申し訳ないが、それだけリンクに早く良くなってもらいたいんだ」

        「有難う、先生。ねぇ」

        「ん？」

        「街の見学には、いつ行ける？」

        「――早く良くなって、合格してからだな」

        　俺はそれを聞いて、俄然やる気が出てきた。

        　――その年の秋、俺は無事に、幼年学院の試験に合格したのだった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十】エストワール魔術学園幼年学院

        　

        　

        　俺は五歳になった。そして、春が来た。

        　本日は、幼年学院の入学式が行われている。俺は隣の席を見て、反応に困っていた。そこにはどこからどう見ても、将来的に、主人公の同室者となるエツゼアが座っていたからである。そうだ、俺と主人公のアルス（名前変換無しの場合）と、エツゼアは、兄上や風紀委員長、キリアの一つ下の学年なのだから、同級生だ。二つ年上が、ゼルス殿下である。

        　三年制の魔術学園で、俺は同じ時期に過ごす事になるのか……ゲームのメンバーと。

        　設定だと、アルスは、魔術学園への入学で初めて家の外に出る場面があったから、ここにいないのもきっと魔力の封印が理由なのだろう。幼年学院への今年の入学生は、十二人だという。その内、平民出身のもと孤児は、俺ともう一人だけだった。

        「よろしくね」

        　入学式が終わり、立ち上がった時、エツゼアが俺にほほ笑みかけた。ゲームでは、貴族による平民差別、魔力量が多い者による少ない者差別の描写があったが、エツゼアの笑顔は純真爛漫に見えた。俺が平民出身だと知らないからだけなのか、ゲームの通り根が優しい人物だからなのかは分からない。

        「こちらこそ」

        　とはいえ、初めての友達になれそうだ。俺は、差し出された手を握り返した。

        　その後俺は、ヴァルワ兄上と共に、馬車に乗った。

        　父上は、新入生保護者代表挨拶をしていたし、この後は、父兄の懇談会、その後は、父兄の中にも残っている【荊棘会】での食事会へと出席するとの事で、同車していない。

        「さすがは俺の弟だな」

        　始めの頃は、俺を弟だとは思わないと話していたが、最近のヴァルワ兄上は、何かとこう口にする。俺はそれが嫌ではない。

        　帰宅すると、デュークス先生が待っていた。そして俺の頬にそっと手で触れる。

        「熱もないな。入学おめでとう」

        「有難うございます。先生が教えてくれたおかげです」

        「いいや。リンクの実力だ」

        　先生がそう言うと、ヴァルワ兄上も大きく頷いてくれた。何だか照れてしまう。

        「これからは週に一度は、学院となるから、家庭教師としての僕の日程も少し変わる――が、週休二日通学年齢になるまでは、変わらずに教える事になる」

        「よろしくお願いします！」

        　俺は頭を下げた。それから言った。

        「街の見学には、いつ行くの？」

        　するとヴァルワが息を呑んだ。

        「街の見学に行くのか？　どこへ？」

        「貧民街を予定している。ヴァルワ、これは、こちらの授業の一環だから、君は連れて行かない」

        「貧民街だと？　リンクに何かあったらどう責任を取るんだ？　認められない」

        「ヴァルワ兄上、俺はどうしても行きたいんだ」

        　俺がヴァルワ兄上の腕を引っ張ると、兄上の顔が険しくなった。

        「一体何をしに行くんだ？」

        「お兄ちゃんに会いにいく」

        「っ」

        　俺がキリアの事を思い出しながら口にすると、あからさまにヴァルワ兄上が息を呑んだ。それからギュッと俺の手首を掴んだ。

        「お前の兄は、俺だけだ」

        　そう言った兄上の瞳は、怒っているようなのに、どこか泣きそうに見えた。俺、もしかして、失言をした……？　ヴァルワ兄上が、可愛い嫉妬をしている気がする。そう思ったら、そんな空気ではないだろうに、笑いそうになってしまった。可愛い、兄上、可愛い。

        「俺の兄上は、ヴァルワ兄上だけだよ。キリアは、お兄ちゃんだ」

        「キリアというんだな。以後、兄と思うな。お前の兄は、俺だけだ」

        「それは無理」

        「リンク！　俺とそいつのどちらが大切なんだ!?」

        「どっちも大切だよ」

        「どちらか決めろ！」

        　ついに声を上げたヴァルワ兄上の目元に涙が光り始めた……だけど、そんな事を言われても困ってしまう。俺は自分に甘く素直なので、嘘は付けない。あんまり。

        「ヴァルワ、君は立派な紳士になるんじゃなかったのか？　小さい子供のような事を言うな」

        　その時、パンパンとデュークス先生が手を叩いた。するとヴァルワ兄上がビクリとして、俯いて唇を噛んだ。それからそっと俺から手を離すと、ポロポロと泣きはじめた。

        「……」

        「兄ならば、弟の前で泣くな」

        　うーん。俺の前世だったら、これは兄弟差別として怒られそうな発言だ。しかしこの世界の世界観では、年功序列などがまだまだ生きているようだし、きっちりとした階級制度も残っている。自由感はあんまりないのだ。

        「……取り乱したな。俺としたことが」

        　手の甲で涙を拭うと、ポツリとヴァルワ兄上が言った。その声があんまりにも寂しそうに聞こえたものだから、俺は思わず兄上に抱きついた。

        「兄上、俺は兄上が好きだよ」

        「リンク……でも、キリアという兄も好きなんだろう……っ、俺の方をもっともっともっと好きにさせてやる。俺が、リンクの一番になる！」

        　俺を抱きしめ返しながら、ヴァルワ兄上が言った。微笑ましくなってしまい、俺は笑みをかみ殺せなかったので、兄上の胸に額を押し付けて顔を見えないようにして誤魔化した。

        　その後は、兄上は自分の部屋へと戻っていき、俺はデュークス先生と共に街の見学の打ち合わせをした。家の位置を必死で思い出していると、使用人さんが紅茶を運んできてくれた。美味しいスコーンもある。俺はティスタンドを見ながら、先生に言った。

        「料理、いっぱい持っていきたいな」

        「そうか。ただな、リンク。先程は、ああは言ったが、君はもう、このルスルリアーツ伯爵家の人間であるし……ヴァルワの気持ちも考えるようにな。君は聡明だし、優しい子だとは思うが、それだけに、ヴァルワも君が大切なんだ」

        　先生はそう言うと、嘆息しながらカップを手にとった。

        「ヴァルワは君が来るまでの間は、あまり周囲に心を開いていなかったのだが、随分と柔らかくなった。リンクのおかげだと思う」

        「兄上が？」

        「ああ。自分を守るかのようにトゲトゲしかった空気が消えて、学院のサロンでも、以前とは異なり明るくなったという噂が聞こえてくる」

        　それが本当に俺による効果かは不明だが、確かに現在の兄上には、悪役らしいトゲトゲしさは無い。このまま育ってほしいと俺は願った。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十一】同寮者は、俺のクラスメイト？

        　

        　

        　本日は、幼年学院への初めての通学日だ。朝から緊張していた俺は、デュークス先生との予習を思い出しながら、馬車へと乗った。一人だ。ヴァルワとは、通学日が違うらしい。

        　学院へと到着して教室に行くと、まだほとんどの生徒が来ていなかった。

        「あ！」

        　しかし、入学式で挨拶したエツゼアが俺に気づいた。席は自由らしかったので、手招きされたため、俺はエツゼアに歩み寄り、隣の席に陣取った。正面から二列目で、窓側の席が左、そこがエツゼアの席だ。一列に六つ席があり、三列で十八の席がある。

        「僕のこと、覚えてる？」

        「覚えてる。入学式で隣だったな」

        　俺が言うと、エツゼアが笑顔を浮かべた。

        「僕はエツゼア＝スクードと言うんだ」

        「リンク＝ルスルリアーツだよ」

        「え!?　ルスルリアーツって、あの、伯爵家の？　第一騎士団の将軍閣下のおウチ？」

        「え、えっと……」

        　そこで俺は、ジルヴァ父上の職業を知らなかったことに、ここへ来て初めて気がついた。

        「お食事会で、ヴァルワ様ともよく会うよ。そっかぁ。リンクって、名前聞いたことがある。改めて、よろしくね」

        　笑顔で言われた。だから俺も笑顔を返す。茶味がかかった金髪に褐色の瞳をしているエツゼアは少し垂れ目だ。

        　その後、徐々に生徒達が集まってきて、鐘の音がなってすぐに、担任の先生が入ってきた。本日は、入学後試験をしたら帰宅していいらしい。

        　――問題を見て、俺は拍子抜けした。それこそ、『あいうえお』の書き取りのような内容だったからである。デュークス先生と初めて会った日の問題の方が難しかった。算数も同様だ。魔術に至っては、『好きな魔術はなんですか？』という作文の問題だった。

        　数分で、俺は試験を終えた。無論、見直しも忘れない。

        　その後は時間が来るまで、机の上に両腕をあずけていた。チラチラと先生が、そんな俺を見ていたので、途中で慌てて姿勢を正す。すると目が合い、担任の先生が、こちらへやってきた。

        「終了でしたら、先に採点しますよ」

        「は、はい！」

        　俺が試験用紙を差し出すと、先生が優しく笑ってそれを受け取った。そして赤いインクを付けた羽ペンで丸を書いていく――と、目を見開いた。

        「すごい！　全問正解者は、過去に、卒業生のデュークス＝キルラスのみの、この難しい試験問題を……至上二人目の全問正解！」

        　するとその声に、教室中に緊迫した空気が流れた。その後、みんなが声を上げた。

        「この問題が解けたのか？」

        「嘘、信じられない、こんなに難しいのに！」

        「天才がいる！」

        「誇らしい同級生だ！」

        　……俺は、ひきつった笑顔を浮かべた。どう考えても、俺が天才なのではなく、この問題が簡単なのだ。それともまさか、前世知識のおかげか？　いや、だとして、転生前の現代の義務教育水準が、この国の貴族への教育より充実していたような気がしないでもない。

        　その後、終了時間が来て、全員が採点された。

        　すると――教室にもう一度歓声が起きた。

        「マルツァダーサ侯爵家のレキ君も満点です」

        　俺はその名前を聞いて、もう一人の平民出身者だと気がついた。レキという名の少年は、俺の右斜め前に座っている。一列目の真ん中付近ということだ。するとレキは、興味なさそうに頷いていた。それから膝を組んで、机の上で頬杖をついた。彼は、ゲームでは見たことの無いキャラであるが、教室に居るエツゼア以外は、誰もゲームでは見たことがないと思う。

        「このクラスは、本当に優秀な学年のようです。先生も誇らしいです」

        　こうして、初日が無事に終了した。

        　帰宅してテスト結果を報告すると、早く帰っていた父上が褒めてくれた。そこで俺は聞いてみることにした。

        「父上は、騎士団の将軍なの？」

        「ああ、そうだよ。主に、王都郊外に出没する対魔獣戦術騎士が所属する、第一騎士団で働いているんだ。階級は将軍で、団長を務めている」

        「魔獣……」

        　デュークス先生との授業で、俺は概念だけは聞いていた。なんでも、魔術が発展したのは、凶悪な害獣である魔獣が出没するためらしい。あとは、科学技術の代わりのような用途で用いられているようだった。民を魔獣から守る魔力持ちであるため、貴族は貴族であるとして、尊重されているのだと習った。

        「魔術で、人の役に立てるというのは、我ながら誇らしいと考えている」

        「父上はすごいと思います」

        「有難う。リンク、立派な魔術師になるんだぞ」

        　そう言って父が俺の頭を撫でてくれた。くすぐったい感触に、思わず俺は両頬を持ち上げた。

        　しかし――そうか。学校に通うのだから、進路だって今後は考えなければならないだろう。俺はまだ、この世界には、どんな職業があるのかを知らない。

        「そうだ。妻がな、ようやくリンクに会う決心をしてくれたんだ」

        「え？」

        　その時、突然言われて、俺は驚いた。

        「リンクには伝えていなかったのだが――実は、もう一人の義父さんはな、貴族にたまにある遺伝病を患っていてな」

        「病気なの!?」

        「ああ。魔力過剰症と言って、リンクのような魔力欠乏症とは逆の病気なんだ。魔力を吸収しすぎてしまう体質でな。そのため普段は、特殊な結界魔法陣を張った別宅で暮らしているから――少々人付き合いが苦手なんだ」

        「そうだったんですか……」

        「片親が普段いないというのは、寂しい思いをさせる形であると思うが、遠方にいても大切に思っていることを忘れないでくれ」

        「はい！」

        　俺が、父上に馬車で、別宅へと連れて行かれたのは、翌日の午後のことだった。

        　古めかしいが上品な邸宅があって、蔦が伸びていた。

        　中に入ると――魔法陣が床全体に刻まれていて、キラキラと輝いていた。

        「あ、あ、ああの……あ、あの……」

        　そして玄関の正面に、非常に男ながらに美しい人物が立っていた。俺はぽかんと見惚れかけた。目元は若干きつめの美人で、ヴァルワに似ている。瞳の色も緑色だ。髪の色もヴァルワにそっくりだ。ただ、ヴァルワは彫りの深さなど全体的な造形は、ジルヴァ父上に似ているような気がする。と、俺が観察していると、俺のもう一人の父上が真っ赤になった。

        「ジルヴァ様のつ、つ、妻で――エルダと言います。リンクくんだね？」

        「は、はい！」

        「僕、あがり症で……ごめん、ごめんなさい、緊張しちゃって！」

        　そう言うと、エルダ父上は両手で顔を覆ってしまった。

        「ずっと会いたかったんだけど、緊張して、勇気が出なくて……！」

        「お会いできて嬉しいです！」

        　こうして、俺はもう一人の父上と無事に対面を果たしたのだった。

        　それにしても……男しかいない世界だとは言え、俺は自分が男を美しいと思う日がくるとは思っていなかった。ＢＬゲームをやってはいたが、俺はノンケであるし、腐男子ですらない。

        「エルダ、リンクは親しみやすい良い子だと話しただろう？」

        　ジルヴァ父上がエルダ父上に歩み寄り、そっと肩に触れた。愛が伝わって来る。いつもより、ジルヴァ父上の眼差しが優しい。しかしこの二人が、同じ寝台に入って、一緒に毛布にくるまった結果、教会の光からヴァルワ兄上が産まれた――と、いうのは、やはり、毛布にくるまる前後に、ヤることをヤったからではないのだろうか……？　なにせ二人は互を見る目が艶っぽい。

        　その日は、エルダ父上の家で夕食をご馳走になり、俺は客間に泊まった。ジルヴァ父上は、エルダ父上と同じ寝室で眠ったようだった……。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十二】じゃがいも畑

        　

        　

        　エルダ父上に見送られて別宅を出てから――三日が経過した。

        　この日俺は、デュークス先生と、念願の街の見学へと行くことになっていた。

        　朝からそわそわしながら、俺は使用人さんに着替えを手伝ってもらった。

        「行くか」

        　朝食後、家の前に停まった馬車から、デュークス先生が顔を出した。

        　するとヴァルワ兄上が見送りに出てきてくれた。

        「気をつけるんだぞ」

        「有難う、兄上」

        「そ、その……考えてみれば、お前の兄弟なんだから、俺にとっても、も、もう一人の弟のように扱えるかも知れない、から、だ、だからその、よろしく伝えておけ」

        「キリアの方が、ヴァルワ兄上より誕生日が早いよ」

        「っく」

        「――有難う、言っておく」

        　ヴァルワ兄上、良い子だなぁ。そう思いながら、俺は馬車に乗り込んだ。

        　走り出した馬車の中で、デュークス先生は俺の斜め前に座っている。向き合う形だ。進行方向側に俺が座っている。窓の外を流れていく景色を見ていたら、デュークス先生が膝の上に広げていた資料から顔を上げた。

        「まずは、リンクとキリア君が暮らしていた家の周辺へ行く」

        「はい！」

        　俺はじゃがいもときゅうりの畑を、懐かしい気持ちで思い出していた。もう一年、会っていないのだなと考える。馬車で揺られる事二時間ほどで、王都のはずれにある貧民街へとたどり着いた。ルスルリアーツ伯爵の本宅は、王都のすぐそばのルスルリアーツの領地にあるので、王都の街中を経由して進んだ。

        「……枯れてる」

        　俺は畑を見て、ポツリとつぶやいた。そこには、干からびた葉っぱしかなかったのだ。毎年春には、何らかの野菜を育て始めていたから、驚いてしまった。変わらないのは、野に咲く雑草だけだ。

        「家もない……」

        　それから俺は、すぐ横に立っていたはずの家の場所を見て、目を見開いた。そこは更地になっていて、【売却中】という立札が立っていたのである。

        「キリアは？　どこに住んでるの？」

        　振り返り、俺はデュークス先生の腕を引っ張った。すると先生が苦笑した。

        「今は、強い魔力を見出されて、この地区の管理官であるドリス家の養子になっているそうだ。安心していい、きちんと衣食住が満足に与えられていると、調べは付いている」

        「本当!?」

        「ああ。ただ、持参した料理は運んでこよう。君が会いたがっていると手紙で伝えたら、嬉しそうな返事が来たぞ」

        　それを聞いて、俺は安心した。それから再び馬車に乗り、俺達は貧民街を管理しているドリス家へと向かった。商人のおウチらしい。主に、野菜の苗を扱っているそうだった。

        「やぁ、これはこれは」

        　最初に顔を出したドリスさんは、深々とお辞儀をした。これは、俺達が貴族だからだろう。

        「リンク！」

        　すると続いてキリアが家から走って出てきて、俺に抱きついた。その力強い感触が嬉しくて、俺も腕を回し返す。

        「体は大丈夫か？　貴族に苛められていないか？」

        「平気だよ。ここにいるデュークス先生が体を見てくれるし、家族もみんな優しいんだよ」

        「そうか……良かった、本当に良かった」

        「キリアは元気だった？」

        「おう。ここでな、ドリスさんに今までよりも広い広ーい畑を借りて、水魔術で米を栽培する研究をしているんだ。もう魔術学園に入学する資金はばっちり貯めてあるから、俺は将来、魔術農家になるつもりでいるんだぞ」

        　誇らしそうなキリアの声を聞いて、俺は両頬を持ち上げた。

        　しかし――そこで思い出した。ゲーム設定だと、二学年だったキリアは、生徒会長なのだが、既に騎士団に声をかけられて魔獣を討伐しているという設定があったような記憶が蘇ってきたのだ。また、エンディングの一つにも、ハッピーエンドの中に同棲エンドが存在し、アルスが料理をしながらキリアの帰りを待つスチルを俺は見たような記憶がある。

        「ね、ねぇ、キリア」

        「ん？」

        「絶対に魔術農家になってね！　危ない魔獣退治とかは、しないでね！」

        「おう。俺は、安泰を望む方だ。いつか、きちんと家を整えたら、お前を絶対に迎えに行くから待っていてくれ」

        「キリア……」

        「貴族の家で幸せに暮らしていると聞いて安心したけどな、俺、俺もまた、お前と暮らしたいんだ。嫌か？」

        「ううん。嬉しいよ。すごくすごく嬉しい！」

        　それから俺達は、ドリスさんに促されて、家の中に入った。応接間に通されて、お茶を出してもらう。そこのテーブルに、俺は持参した料理を並べてもらった。

        「お、美味そう。良かったよ、リンクが美味いもの、食ってて」

        「有難う。あ、そうだ。ルスルリアーツの家でもね、兄上が出来たんだよ」

        「――そうか」

        「キリアによろしくって、言ってた」

        　俺が要約して告げると、キリアが苦笑した。

        「あんまりよろしくしたくねぇけどな。俺からリンクを取っちゃった相手に等しいから」

        「え……」

        「悪い悪い、つい、本音が。いや、なんというか、リンクがいないとお兄ちゃん、寂しくて……これからも、会いに来てくれるか？　俺からは、俺は平民だから会いに行けない」「勿論！」

        　その後は食事をしながら、お互いの近況を語り合った。一年という期間は長かったはずなのに、キリアは俺に距離を感じさせない。やっぱり大切なお兄ちゃんで間違いなかった。

        　帰る時は寂しかったが、俺はデュークス先生に促されて馬車に乗った。

        　そして窓からいつまでも、見えなくなっても、キリアの家の方を見ていた。

        「本当に親しいんだな」

        　デュークス先生がそう言った時、俺はようやく馬車の中に視線を戻した。

        「ただ、な。何度も会いに来るのは難しい。水を差しては悪いと思って言わなかったが」

        「……」

        「確かに彼もまた強い魔力を持っているようだったし、米の栽培理論は目を瞠るものがあった――彼も魔術学園への進学を希望しているようだったし、そこで会えるよう、リンクも毎日頑張るように。あの学園は全寮制だから、二年間は同じ空間にいられるし、卒業後は進路にもよるが、会えるだろう」

        「俺……早く大人になりたい」

        　俺がそう言うと、微苦笑しながらデュークス先生が吹き出した。そしてポンポンと俺の頭を撫でるように叩いた。

        「時間はあっという間だ。すぐに会えるさ」

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十三】別荘での再会と荊棘城

        　

        　

        　さて、この年も、俺達は初夏に別荘へと行くことになった。ヴァルワと父上と三人で馬車に乗った。

        　思い出すのは、昨年出会ったロイルのことである。俺は今でも、貰った首飾りを身につけている。つけっぱなしにしているのだ。なにか魔力が込められているようで、錆びることもない。

        「絶対に木登りをするなよ！」

        　馬車を降りるとヴァルワ兄上に念押しされた。頷いて俺は笑っておいた。それから父上と兄上が今年も食事会に出かけたので、俺は大人しく正門から外へと出た。慌てたように、使用人さんが追いかけてきた。

        「坊ちゃま、お一人で行動なさらないでください」

        「ごめんなさい」

        　今年の俺のお目付け役は、使用人のファラというおじさんだ。白いひげを生やしている。俺達は二人で、隣のユーゼス伯爵邸を目指した。

        「ああ、よく来たな」

        　するとロイルも滞在中だったようで、出迎えてくれた。話を聞いたら、毎年、父上とユーゼス伯爵は、幼馴染の縁で、時期を合わせて別荘に来ているらしい。

        「幼馴染という関係が俺は羨ましいんだ」

        「そうなんだ」

        「だからリンクと幼馴染になりたかったんだ」

        「もうなってるよ」

        　俺が言うと、楽しそうにロイルが笑った。ゲームの中だと厳しい表情が多かったが、話しているとロイルは明るい。二人でロールケーキを食べながら、今年もボールで遊ぼうと約束をした。

        「――ちゃんと指輪、身につけてくれていて嬉しい」

        　話していたら、不意にロイルが言った。俺はその言葉に、首飾りを取り出した。どうやら十字架部分よりも、その隣のリングが重要らしい。

        「一目見た瞬間から、不思議と俺が渡す相手はリンクだと確信したんだ」

        「この指輪は、なんなの？」

        「秘密だ」

        「なにそれ」

        　俺が吹き出すと、ロイルはクスクスと笑った。そのまま庭に出て、俺達はボールで遊んだ。それが、途中から鬼ごっこに変わった。

        「待って、ロイル」

        「俺のほうが足が速いらしい」

        「う」

        　俺は、自慢ではないが、体力はもって生まれなかったようだ。魔力欠乏症の関係もあるのかもしれない。ただ、あの一度きりで、以来一回も欠乏症にはなっていない。もう二度となりたくないものである。

        「あ！」

        　追いかけていたら、俺の足がもつれた。

        「リンク！」

        　すると正面から、止まって振り返ったロイルが受け止めてくれた。俺はロイルに抱きつく形で、ドキドキしながら目を丸くした。危なかった……いくら綺麗に整えられている庭とはいえ、地面に激突したら、絶対に痛かった。

        「……」

        　その時、ロイルが不意に、俺の額に唇を落とした。

        「？」

        「あ、その……――やっぱり、幼馴染にはなれないかもしれないな」

        「え？」

        「この一年間、ずっとリンクのことが忘れられなかったんだ」

        　俺は、すっかり忘れていた自分を思い出し、気まずくなった。しかしそんな俺の内心には気づいた様子もなく、ロイルが続ける。

        「幼馴染よりも、もっと、進んだ関係になりたい」

        「進んだ関係？　それって……」

        「ああ、父さんと母さん――」

        「親友？」

        「っ、あ、ああ。まずは、親友になるか」

        　俺が首を傾げる前で、ロイルは何故なのか動揺していた。しかし、年に一回しか会わないのに親友になるには、どうしたらいいのだろうか。そもそも親友ってなろうとしてなるものなのだろうか？

        「リンク、去年言わなくて後悔したんだ。今年は、連絡先を教えてくれ。手紙を書くから」

        「うん」

        　なるほど、その手があったか。よく父上も、仕事の手紙をフクロウに持たせている。これは良い案だろう。このようにして、俺には文通相手が出来る事になった。

        　その後、日が落ちてきたので、俺は帰宅した。

        　そして翌日は、初めて――俺も食事会に参加する事になった。

        　主催は、第二王子殿下で、荊棘会関係者の食事会を荊棘城で行うとの事だった。荊棘城は、オーガスの街から船で進んだ先の崖の所に建っていた。ゼルス殿下は、俺の事を覚えていて、声をかけてくれたらしい。食事会初デビューの俺は、緊張しながらヴァルワ兄上の腕を掴んでいた。

        　船が到着して会場に入ると、中には立食式で沢山の料理が並んでいた。子供用らしいシャンパンが振舞われている。お酒は入っていないようだった。

        　本来であれば、平民出自の俺は入る事が出来無い場所らしいが、ルスルリアーツ伯爵家の人間になったから特別に許されたらしい。ルスルリアーツ伯爵家は、思いのほかすごいようだった。俺は貴族とはみんなジルヴァ父上やヴァルワ兄上のような感じなのかと思っていたのだが、二人共影響力が強いらしかった。

        　――というのは、来ていたエツゼアが俺とヴァルワ兄上の前で喋っていったのだ。ヴァルワ兄上をおだてていた。ゲームで感じた小物臭の気配をちょっとだけ感じたが、俺は素直に誇らしくなった。兄上が褒められているのを見ると、なんだか我がことのように嬉しい。エツゼアも八割くらいは、本気で褒めていたと信じよう。

        　こうして食事会が始まった。本日は、幼年学院から高等大学院までに所属している者で、荊棘会メンバーかその関係者の集まりなのだという。よって貴族であっても留学中のロイルなどは招かれていないらしい。

        「お招きありがとうございます、ゼルス殿下」

        　挨拶の順番が来たので、俺は深々と頭を下げた。

        「頭を上げてくれ」

        「はい――っ」

        　首を上げようとしたら、頭の上に、殿下の手があって、ポンと頭が当たった。

        　そのまま殿下が、俺の髪を撫でた。

        「柔らかそうなこの髪をずっと撫でてみたいと思っていたんだ。想像の通り、柔らかいな」

        「っ、あ、あの……」

        　恥ずかしくなって、俺は視線を揺らした。すると、ゼルス殿下が喉で笑う。その時、ヴァルワ兄上が、俺の腕を引いた。

        「殿下、俺の弟は子猫ではありません」

        「ヴァルワは過保護になったなぁ」

        「――お招きいただきありがとうございます。行くぞ、リンク」

        「そう急ぐな。幼年学院でも評判の天才と、もう少し私は話がしたい」

        「っ」

        　兄上は他の席に行きたそうだったが、もう一方の俺の手を殿下が握った。二人に引っ張られる形となり、俺は困惑するしかない。それから諦めたようにヴァルワ兄上が手を離した。

        「ちょっとだけですよ。俺の弟に変なことをしたら怒ります」

        「変なこと？　例えば、こういうことか？」

        　殿下はそう言うと、俺の手の甲にキスをした。俺がぽかんとすると、焦ったようにヴァルワ兄上が俺を抱き寄せた。

        「やるなって言っただろう！」

        「やれという前振りかと思った」

        「違う、違います！」

        「しかし、愛らしい者にはキスをするのは礼儀じゃないか？」

        「っ」

        　ヴァルワ兄上が押し黙った。それから、ガシッと俺の双肩に手を置いた。

        「変な虫がつくと困るから、俺から離れないように」

        「う、うん？」

        「……可愛いのも考えものだな」

        　ボソリと兄上が言った。俺って可愛いんだろうか。そういった自覚をした事は、過去に一度も無いのだが。どちらかといえば、ヴァルワ兄上の方が可愛いだろう。

        　こうして、食事会の夜は更けていき、俺は無事にデビューを果たしたのだった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十四】毛布の秘密

        　

        　

        　――俺は、翌年、無事に六歳になった。

        　もう貴族生活も二年目だ。だんだん慣れてきた。今年からは、週に二日の通学になるらしい。その内の一日は、ヴァルワ兄上と日程がかぶるので、俺達は同じ馬車に乗って通う事になった。

        　それ以外の普段は、デュークス先生に教えてもらっている。

        　ただ、こちらに、少し変化があった。なんとデュークス先生は、週に一回ほど魔術学園の非常勤保健医となったのである。丁度俺が幼年学院に通学する日だから、会う頻度は変わらないのだが。

        「研究費が不足していてな」

        　デュークス先生も世知辛いものを感じているようだった。俺は、貴族は全員裕福だと信じていたのだが、様々な場合があるようだった。

        「行くぞ」

        　先生と話し終えた所へ、ヴァルワ兄上がやってきた。本日は、ヴァルワ兄上と共に、街へ出かける事になっていたのである。街というのは、ルスルリアーツ領地の事だ。将来的には、ヴァルワ兄上が治める土地だ。

        　一緒に馬車に乗り込む。ヴァルワ兄上が手を差し出してくれたので、俺は有難く掴まった。現在、七歳と六歳の俺達であるが、この年頃の一歳差というのは、非常に大きいなと俺は思う。ヴァルワ兄上が大きく見えるのだ。ただ中身の感覚としては、やはり愛らしい。

        　馬車の扉が閉まり、走り出すと、ヴァルワ兄上が紅茶を淹れてくれた。

        「こぼすなよ」

        「うん」

        　お礼を言ってから、俺は紅茶を飲んだ。甘い蜜がたっぷりと入っている。美味しいなと感じていたら、ちらりとヴァルワ兄上が俺を見た。

        「ずっと聞きたかった事があるんだ」

        「何？」

        「そ、その――ま、まさかとは思うが、だ、だから！　帰りたいなんて思っていないだろうな？　お前の家は、ルスルリアーツだと分かっているんだろうな？」

        「え？　どこに？」

        「安心した。そうだな、貧民街と貴族の生活では、比較すらできない。うん」

        　それを聞いて、やっと俺は、ヴァルワ兄上が聞きたい事を悟った。

        「もしかして、俺がキリアの所へ帰っちゃうのを心配してるの？」

        「……悪いか？」

        　するとジロリとヴァルワ兄上が、睨むように俺を見た。心なしか頬が赤い。

        「いつか、ね。キリアお兄ちゃんは、俺を引き取れる家を作ってくれるって」

        「っ、お前は、帰るつもりなのか？」

        「キリアと一緒にいたいと、本当に思ってはいるよ」

        　しかしまだ、自分の将来像など、俺は全く思い描いていない。

        　俺の言葉に、ヴァルワ兄上は、きつく拳を握った。

        「ならば、俺はこの領地をより良くして、ずっとここにいたいとリンクに感じさせる事に決めた」

        「今もこの領地は好きだよ」

        「もっと、だ。より良くする――だから、俺のそばにいてくれ」

        　今度は唇に手を添えて、ヴァルワ兄上が言った。その瞳が少しだけ不安そうに見えたから、俺は思わず吹き出した。

        「うん。俺は、ヴァルワ兄上のそばにもいたいんだ。だからみんなで一緒に暮らせたら良いんだけど――それは無理だよね」

        「……ああ。平民と貴族は明確に分たれているからな」

        「そうじゃなくて、キリアには田んぼがあるから」

        「へ？」

        「ルスルリアーツの領地は、あんまり稲作はしてないでしょう？」

        「そ、そうだな。主要な生産品は、小麦だ。米は、いわばライバルだ」

        　魔術で農耕は管理されている。それはどこの領地でも変わらないらしい。だからこそ、四季があって距離が近くても、全然別の品を作り出せるようだった。領地の農民は、領主や付き人の魔術師、王国の魔術師がかけた魔術や、魔導具を利用して、普段の世話を行っているらしい。キリアのように自分の魔力で農業をするというのは、珍しいようだ。

        「何かとそのキリアというお前のもう一人の兄は、俺の好敵手たる存在のようだな」

        「ひとつだけ突き抜けて、ヴァルワ兄上が勝っている事もあるけどなぁ」

        「本当か？　なんだ？」

        「可愛い」

        「やめろ。可愛いのはお前だ」

        　俺の言葉に、ヴァルワ兄上が両手で顔を覆った。その仕草は、いつか見たエルダ父上によく似ていた。動揺すると声が震える所も、考えてみると似ている。やっぱり親子なんだなぁ。そこで俺は、毛布の疑問について思い出した。

        「ねぇ、兄上」

        「な、なんだ？」

        「毛布にくるまる前後に、なにかしなくても、子供って生まれるの？」

        「っ、な、なんてことを聞くんだ！」

        　瞬間的に、ヴァルワ兄上が真っ赤になってしまった。そして唇をパクパクと動かしてから、顔を背けた。

        「内緒だからな」

        「うん？」

        「――キスをすると、子供が生まれるんだ」

        「え!?」

        　俺は驚いた。キスだけ？　本当に？　それとも、ヴァルワ兄上が知らないだけか？

        「キスというのは、知っているか？」

        「え、えっと……」

        「こ、こうする事だ！」

        　ヴァルワ兄上はそう言うと、俺の頬に唇で触れた。一瞬の出来事だったが、驚いて俺は目を見開く。するとヴァルワ兄上がギュッと目を閉じた。

        「これを、もっと深くして、愛し合うと、子供が生まれるんだ。秘密だからな」

        「う、うん……――え？　じゃあ、今のでは、子供は出来てないの？」

        「毛布にくるまっていないからな」

        「な、なるほど」

        　俺は、デュークス先生に、後で性教育をしてもらおうと誓った。そして、もしヴァルワ兄上が本当に知らない場合は、口頭で教えてあげようと考えた。

        　その日は領地を見て回った。馬車から降りて、手を繋いで歩いたのである。

        　さて、翌日。

        「ん？　子供がどうすると出来るか？」

        　俺は、直球でデュークス先生に訪ねた。午前中の座学の時間である。

        　すると先生は、腕を組んで、俺をじっと見た。

        「誰か好きな相手でも出来たのか？」

        「違います。純粋な好奇心！」

        「子供は、教会で、夫婦が祈りを捧げると、光となってユリカゴに生まれてくる」

        「その部分は、ヴァルワ兄上に聞きました。そこじゃなくて、そのもっと手前」

        「……俺はな、性教育は重要だと思うから率直に言うが、性交渉をする」

        　俺は唾液を嚥下しながら、大きく頷いた。

        「具体的に言うと――」

        　そこから聞いた内容は、俺がＢＬゲームで見た、アルスが後ろの穴に、攻略対象のブツを突っ込まれる場面を、理路整然と説明されたに等しかった。

        「なるほど……」

        　やはり、ここは、ＢＬゲームの世界で間違いなかった……。

        「ヴァルワ兄上は、キスで子供が出来ると信じているから、ヴァルワ兄上にも教育して下さい！」

        「そうなのか？　まだまだ子供だな。最近、ますます荊棘会でヴァルワは影響力を増しているとは聞いたが、これを知らないとは……」

        　そんなやり取りをした、六歳の春だった。

        


        　

    

    
        【十五】初恋の季節

        　

        　

        　さて、七歳になった俺であるが、毎週、ロイルと文通をしている。

        　この年の夏は、二人でオーガスの街の丘に行く約束をした。

        　ユーゼス伯爵家の果樹園があるそうなのだ。俺が公的に、他の伯爵家からお招きを単独で受けるのは、初めての事である。

        「気をつけるんだぞ。変な虫がつかないように」

        　ヴァルワ兄上が見送りに出てきてくれた。やはり、果樹園には、ミツバチなどがいるのだろうか？　念のため、俺は最近覚えた、虫除けの風魔術を展開して進む事に決めた。最近ヴァルワ兄上は繰り返し、『変な虫がつかないように気をつけなければならない』と、俺に言う。あんまり虫を見た記憶はないが、まさか、変な男という意味ではないだろうと、俺は信じたい気持ちでいる。だって俺はまだ七歳だし、その発言をしている兄上は八歳だ。

        　ただ、八歳になったら、ヴァルワ兄上がさらに大きくなった。俺よりもずっと体格が良い。子供の一年とは、本当に大きいなと改めて感じてしまう。

        　こうして見送られて隣の家に行くと、馬車が停まっていた。その前に、ロイルがいた。

        「直接会うのは、久しぶりだな」

        「うん」

        　昨年の夏も会ったのだが、年に一回というのは、やはり少ないだろう。ただ手紙で毎週やり取りしているから、そこまで久しぶりだという気はしない。俺はロイルに、いつもヴァルワ兄上の事や、キリアの事を書いている。学校の話もしている。ロイルの手紙は、帝国のお話が多い。あちらは、パスタが主食だと聞いた。こちらはパンが多い。

        「どんな果物を作ってるの？」

        「桃とサクランボと苺だ」

        「食べたい」

        「ああ。年中食べられる。専用の魔法陣を開発しているから、管理が行き届いているんだ」

        　ジュースやアイスも美味しいのだと、ロイルが語った。全て魔術か魔導具で生成しているらしい。科学文明もびっくりの技術である。

        　ヴァルワも大きくなったと思ったが、久しぶりに会うからなのか、ロイルはもっと大きくなっているように見えた。実際に身長も、ヴァルワより高いかも知れない。

        　果樹園につくと、出迎えてくれたユーゼス伯爵家専属の農夫達が、俺達にジュースを振舞ってくれた。甘くて冷たい。思わず頬を緩めていると、ロイルがアイスを受け取った。そしてスプーンですくうと、俺の前に差し出した。

        「食べてみてくれ」

        「うん」

        　こうして、あーんと、食べた俺は、その甘さに感激した。クリーム系統とは異なる自然な甘さが、体に染み入るようだった。しかしなんだか、食べさせてもらうというのは、気恥ずかしい。己が子供だと実感する、という意味合いでだ。決して恋人同士のようだと思ったわけではない。

        「恋人同士みたいだな」

        　しかしロイルがそういった。俺は眉を顰めた。

        「からかってる」

        「お前からの手紙で、聞いたんだぞ？　最近、幼年学院では初恋をするクラスメイトが多いと話していただろう？　俺に初恋をしてみないか？」

        「なにそれ。しようと思ってするものじゃないと思うけどな」

        「確かにな。俺も気づいたら、恋をしていた」

        「え？　ロイルは、好きな相手がいるの？」

        「――まぁな」

        　ぷいっとロイルが顔を背けた。うーん。俺はここまでの流れからして、ロイルの好きな相手は、俺ではないかと察した。何せＢＬゲームのルートでも、風紀委員長コースは難易度が非常に低かった記憶がある。つまり彼は、ちょろいのだ。

        「俺ね」

        「ん？」

        「ヴァルワ兄上に、変な虫を寄せ付けちゃダメだって言われてるんだよ」

        「変な虫……失恋した気分だ」

        　そう言うとロイルは苦笑してから、不意に俺の首筋に触れた。そしてアクセサリーの鎖に触れた。

        「今年もつけていてくれて安心した」

        「これを見ると、ロイルを思い出すようになったよ」

        「その効果は期待していなかっただけに、嬉しいな」

        　そんなやり取りをしてからは、実際に果樹園を見て回った。手に取って直接食べたりもした。果物狩りは、思いのほか楽しかった。

        　

        　

        　――八歳の夏も、俺はロイルと果樹園に遊びに出かけた。

        　ただ、八歳の夏は、大部分は、ゼルス殿下のお城に招待されていた。

        　新築で、殿下のお城が完成したのである。

        　場所は、王都の南側に広がる、バレンダ侯爵領地で、ゼルス殿下の母上である第二王妃様の出身地だと聞いた。俺とヴァルワは、そのお披露目に招かれたのである。

        「久しいな、リンク」

        「お久しぶりです、ゼルス殿下」

        　殿下は十歳になっていた。背がすごく伸びていたから、俺は見上げる形となった。微笑している殿下は、本格的に王者の風格を醸し出している。パッと見ただけで、会場のどこに殿下がいるのかすぐに分かる存在感があった。

        「実はそろそろ、婚約者候補を決めるように言われていてな」

        　ゼルス殿下はそう言いながら、俺に子供用のシャンパングラスを手渡してくれた。礼を言って受け取ると、自分でグラスを手にしたヴァルワ兄上が俺の隣に立った。

        「大変ですね。頑張って下さい。リンクはダメです」

        「まだ何も言っていないだろうが」

        　兄上に対して、ゼルス殿下が吹き出した。そんな殿下をヴァルワ兄上は、目を据わらせて見ている。

        「父王陛下も、正妃様は平民からお迎えになったし、王室は今、貴族以外の出自の者も迎えやすい風潮なんだ」

        「それが何か？」

        「……ヴァルワ。俺は、リンクと話がしたいのだが？」

        「俺はリンクの保護者なので、俺を通して下さい」

        　ヴァルワ兄上がきっぱりそう言った。保護者……だったのか。俺は逆の気分でいた。俺の方が転生知識もあるし、大人であるのは間違いない。

        「私は、綺麗なものが好きなんだ。ヴァルワ、君の弟は麗しいな」

        「ええ」

        「私は、綺麗な婚約者が欲しい。中身も優秀であり、きっと良い妃となってくれる」

        「リンクほど綺麗ではないけれど、同じくらい優秀な、人物を紹介いたします」

        「――レキ＝マルツァダーサか？」

        「その通りです。家格も、侯爵家だけあって非常に優れております！　リンクはダメです」

        「噂では、レキはリンクに初恋をしていると聞いたが？」

        「な!?」

        　殿下の爆弾発言により、ヴァルワ兄上が驚愕した顔をしてから、俺に振り返った。

        「そ、そうなのか!?　ま、まさか!?　告白されたのか!?　付き合っているのか!?」

        「ううん。告白はされたけど、断ったよ」

        「良かった。何故もっと早く兄上に言わなかった!?　すぐに成敗してやる！」

        　ヴァルワ兄上がギュッと拳を握ったので、俺は苦笑しながらその手首に触れた。

        「兄上に言ったら、怒鳴り込んでくると思ってさ」

        「勿論そうする！　ルスルリアーツ伯爵家としても、正式にマルツァダーサ侯爵家に抗議する！」

        「しなくていいよ！　今、恋愛が流行ってるだけだから！」

        「流行る？　恋愛とは、流行るのか？」

        　俺の言葉に、ヴァルワ兄上が混乱した様子で、唇を震わせた。

        　その後、三日ほどの滞在中、俺は幾度か、それとなく婚約者候補にならないかと言われたが、全てヴァルワ兄上が断ってくれた。

        　婚約者と言われてもよくわからないので、俺は放置しておいた。

        　こうして、八歳の夏は過ぎていった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十六】身長差

        　

        　

        　九歳になった俺は、背が伸びない事を嘆いていた。

        　今年までは週二日の通学なので、俺は本日もデュークス先生に礼儀作法などを教わっている。そこで、勇気を出して聞いてみる事にした。

        「先生、どうして俺の背は伸びないんだ？」

        「身長は個人差がある。平均的だし、決して小さいというわけではないだろう」

        「だけど去年のヴァルワの方が大きかった」

        「――両親からの遺伝もある」

        「キリアにこの前手紙で聞いたら、去年はやっぱり俺よりも大きかった」

        「両親は二人いるだろう？　俺が見る限り、キリア君とリンクは似ていない部分も多い」

        　確かに体調面などを考えても、そうかもしれない。

        「ねぇ、先生。俺、病気だから小さいってことはないのか？」

        「それはない」

        「本当？　絶対？」

        「ああ。むしろ、魔力過剰の方が、背は低くなるという統計結果がある。よって貴族の方が低い者が多い。これから伸びるんだろう、恐らくは」

        　それを聞いて、俺は安心した。

        　――この先生の話は、的中した。十歳になった年、俺の身長は、十一歳のヴァルワに並んだのである。

        「わーい！」

        　嬉しくて俺は声を上げた。するとヴァルワが青くなった。

        「……お、俺だって、これからもっと伸びる！」

        「俺が追い越すかも。俺のほうが高くなるかも！」

        「……なぁ、リンク」

        「ん？」

        「お前は……背が低い男をどう思う？」

        「別になんとも思わないけど」

        　俺が素直に返すと、大きくヴァルワ兄上が吐息した。そんな俺達を見て、デュークス先生が笑っていた。現在は、庭で三人でお茶をしているのだ。俺の授業の休憩中に、ヴァルワが顔を出したのである。

        「こうして見ると、二人共、大きくなったな。僕も老けるわけだ」

        「先生はまだまだ若いよ」

        「そうか？　リンクは優しいな」

        　俺の言葉に先生が喉で笑った。その様子を見ていたヴァルワが腕を組む。

        「俺も早く大人になる。お前には、絶対に負けないぞ」

        「何の勝負だ？　頭のデキなら僕はちょっと自信があるが」

        「格好良さだ！」

        　ヴァルワ兄上の言葉を聞くと、先生が虚を突かれたような顔をした。それから吹き出すように笑うと、カップを持ち上げる。

        「ヴァルワは、間接的に僕を褒めてくれていたのか」

        「べ、別にお前が格好良いなんて言っていないだろう！」

        　言っているも同然である。俺も吹き出しそうになった。

        　するとデュークス先生が、目を細めて笑う。

        「ヴァルワは最近、格好良くなったと評判で、随分モテると聞いたが？」

        「……それは、その……俺も、だから……」

        　ヴァルワ兄上が赤くなった。ただ、俺も最近思う。ヴァルワ兄上は、色気づいている。何かと身だしなみに気を遣い、鏡に向かい合っている時間が多い気がする。最初はナルシスト的な何かかと思ったが、どうやら違うらしい。

        「紳士たるもの、完璧を目指さなければならないと思っているだけだ！　決して、リンクの兄として恥ずかしくないように、格好を気にしているわけではない！」

        　不意に俺の名前が出たものだから驚いた。デュークス先生はクスクスと笑っている。

        「リンクは元の素材が良いな、確かに。素朴というか。特別造形が際立って美しいというわけではないんだが、何か健康的な美がある」

        「まさかリンクを邪な目で見ているんじゃないだろうな!?」

        「俺は子供には興味がない。せめて後五年してから出直してくれ。十年でも良い」

        　そんなやり取りをした昼下がりだった。

        　さて、俺とヴァルワの身長競争であるが――俺が十一歳の年、再逆転されてしまった……なんと、ヴァルワ兄上に……二次性徴が訪れてしまったようなのである。ヴァルワ兄上は、一気に背が伸びた。ちなみに、手紙で聞いたら、キリアも成長期に入ったようであり、食事会で見かけた限り、ゼルス殿下もグングン身長が伸びていた。伸びていないのは、俺とロイルとエツゼアだけだ……なお、クラスで一番大きいのは、レキである。やはり平民の方が背が高いというのはあるのかもしれない。俺も、クラス基準ならば、そう低いわけではないのだ。

        　十二歳になったヴァルワ兄上は、最近ますます外見磨きに気合を入れている――そのため、食事会に行くと、キラキラした瞳を向けられている事が多い。一緒に行くから、隣にいると、いやでもそれに気づいてしまう。全く、俺ではなくて、自分に悪い虫がつかないか気にするべきだ。俺から見ても、最近のヴァルワ兄上は艶っぽいのだ。少年らしさが残っているのだが、なんとなく男らしさも出てきた。そのアンバランス感が、なんとなく見ていると、ドキリとさせられる事がある――というのは、俺の見解ではなく、エツゼアの言葉である。

        「ヴァルワ様、格好良いよね、本当」

        　エツゼアと俺は、雑談友達になった。ロイルよりよほど親友感がある。

        「エツゼアってさ、ヴァルワが好きなのか？」

        「ううん。僕の好きな相手は、このクラスにいるよ」

        「え？　誰？」

        「秘密」

        　笑って濁したエツゼアを見て、俺は深くは追求しない事にした。そこへ、カバンを手にしたレキがやってきた。

        「なぁ、二人共。帰り、図書館に行かないか？」

        「うん、行こう。エツゼアはどうする？」

        「僕も行く。君たちを二人にするのはちょっとなんというか恋心的にダメ」

        　――エツゼアは、俺かレキが好きみたいだ。子供心にそう感じ取った。

        　さて、そのまま俺達は図書館へと向かった。実は、幼年学院には、前期と後期があって、十二歳から十五の歳までは後期となるのだ。前世知識の中学校に近い。俺達は、内部進学だが、それでも入学試験は存在する。なお、後期からの編入は原則的に受け付けていないらしい。

        　荊棘会付属図書館は、幼年学院と魔術学園の校舎の中間に建っている。薔薇の茂みを抜けて図書館に入ると、そこにはゼルス殿下の姿があった。

        「あ、お久しぶりです」

        　俺がさらりと挨拶をすると、隣でエツゼアが俺の頭を叩き、レキは深々とお辞儀をした。つい気安く喋りかけてしまった……。

        「気楽にしてくれ。私はリンクの距離感が何よりも好きなんだ。見た目よりもな」

        　殿下はそう言って笑うと、俺達に座るように促した。というのも、他の席がほぼ満席だったからだ。殿下の席周辺だけ、みんなが気を遣っているのか空いていた。若干俺には、殿下が寂しそうに思えたから、正面に座った。するとおずおずとエツゼアとレキも座した。

        「殿下はなんのお勉強ですか？」

        「次の公務の視察先の資料を探しに来たんだ」

        「なるほど」

        「リンク達は、試験勉強か？　偉いな」

        　カバンから参考書を取り出した俺を見て、殿下が優しく笑った。こうしてその日は、四人で時折小声で話しながら、集中して自習した。

        　――その甲斐あってか、俺は十二歳になる年、無事に試験に合格した。勉強面での俺のライバルはレキであるが、良き友人である。なお、身長面のライバルであるヴァルワ兄上には大敗を喫した……。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十七】家族

        　

        　

        　俺は十三歳になった。改めて思うに、あとたったの二年で、ゲームの舞台だった時間軸が訪れる。時が経つ速さとは恐ろしいものだ……。今年から、通学期間も週に四回となった。

        　……そして、別れが訪れた。

        「正式に魔術学園の保健医として働く事になったんだ。これも研究費を捻出するためだ。もう家庭教師も不要なくらい、リンクは僕から多くを吸収したしな」

        　デュークス先生が、本日限りで、家庭教師ではなくなる事になったのである。ゲームの通り、保健医一本（と、研究）で生活するらしい。寂しくて俺は涙ぐんだ。俺の中では、ヴァルワ兄上とキリアはあくまでも子供なので、体感的に本物の兄のように感じていたのはデュークス先生だった……！

        「すぐに魔術学園でまた会える」

        　そう言って微笑した先生を見て、無表情設定が失踪しているなという場違いな感想を抱いた。そのまま先生を見送り、遠ざかる馬車をずっと眺めていた。すると隣に立ったヴァルワ兄上が、下ろしたままで俺の手をそっと握った。俺は顔を上げる。

        「デュークスも言っていた通り、直ぐに会える。リンクならば、魔術学園の合格は間違いない」

        　ヴァルワ兄上が俺の手を強く握ってくれた。もう、どこからどう見ても成長しているヴァルワ兄上は、俺よりもずっと大きい。悔しかったが、今は寂しさが優っていたので、俺はその手を握り返した。すると、ヴァルワ兄上が急にビクリとした。

        「……リンクは、手が温かいな」

        「ヴァルワ兄上の手が冷たいんだよ」

        　ただ、手が冷たい人は心が温かいと前世で聞いた事がある。実際、ヴァルワ兄上は優しいと俺は思う。最早、悪役の影もない。ドアマットの立役者要素は見当たらず、ブラコン一直線のキャラにしか、俺には思えない。自分で、自分の兄上に対して、ブラコンと言うのも複雑な気分であるが、ちょっと行き過ぎているくらい、ヴァルワ兄上は俺を保護してくれる。

        　俺もこの世界で新たに生まれ育ったので、今では男同士の恋愛も見慣れた。かつ思春期に突入している俺は、自分も恋をしてみたくなっている。だというのに、俺にそういう機会や気配があると、ヴァルワ兄上は全部潰して回るのだ……。

        「ねぇ、兄上」

        「なんだ？」

        「――兄上もさ、もうすぐ魔術学園に入学するでしょう？」

        「ルスルリアーツ伯爵家の者として、当然だ」

        「そろそろ恋人の一人や二人、作ってみたら？」

        「な」

        　俺の言葉に、兄上は目を見開き、口もポカンと開けた。

        「恋人は普通一人だ！　不純な事を言ってはダメだ」

        「ごめんなさい」

        　ツッコミどころが純粋だなと感じていたら、兄上がギュッと握って俺の手を持ち上げた。

        「俺には、心に決めた相手がいる」

        「え!?」

        　その言葉に、今度は俺が驚愕してしまった。俺の保護しかしていないように見える兄上に、決めた相手が……!?

        「ヴァルワ兄上、見栄を張って嘘をつくのはよくないよ！」

        「どういう意味だ！」

        「本当にいるの？」

        「ああ。気づかないのは、本人くらいのものなんだ」

        　それを聞いて、俺はいよいよ首を傾げた。兄上が誰かにアプローチしている姿など、全く見た事がない。

        「僕が知ってる人？」

        「ああ」

        「誰？　お願い、教えて、俺達兄弟でしょう!?」

        「……養子縁組の兄弟は、結婚できるんだぞ」

        「聞いてないよ、違うことを聞いてるんだよ、誤魔化さないでくれ！」

        「……」

        「じゃあこうしよう、角度を変える！　どんな人？」

        「……ちょっと馬鹿な所が、可愛いというか……その……俺が守ってあげないとダメだというか……」

        「兄上？　兄上は俺の事しか守ってないと思うんだけど？」

        「……馬鹿」

        「え？」

        「家に入るぞ。このまま外にいて、風邪でもひいたらどうするんだ？　これからは、デュークスはいないんだからな」

        「誤魔化した……」

        　俺は不貞腐れたが、手を引かれたので、そのまま歩き出した。

        　さて、その日の夕食の席には、久しぶりに父上の姿があった。

        「聞いてくれ、二人共」

        「どうかしたんですか？」

        　俺が首を傾げると、照れくさそうに父上が咳払いをした。

        「お前達に弟ができたんだ」

        「え！」

        「本当ですか、父上。俺とリンクの下に……」

        「ああ、エルダとの愛の結晶がまた一つ、新たな命となって――暫くは、エルダの邸宅の方で過ごす。名前は、ライルとした」

        　まだ実感はわかないが、俺は心が盛り上がってきた。ずっと弟として扱われてきた俺である。そんな俺に弟ができたなんて――と、考えると同時に、俺は血が繋がっていないから、この喜びの輪に混ざっていて良いのか不安になった。

        　すると隣に座っていたヴァルワ兄上が、テーブルの下で、ポンと俺の太ももの上を叩いた。

        「リンクは、俺の大切な家族だ」

        「ヴァルワ、何を言っているんだ。リンクは私にとっても大切な息子だ」

        　俺は二人の言葉に、不覚にも泣きそうになった。ルスルリアーツ伯爵家は、あったかい。

        　その次の学校がお休みの日、俺とヴァルワ兄上はそろって馬車に乗った。

        　エルダ父上と弟に会いにいくためだ。

        　隣に座っているヴァルワ兄上を一瞥し、俺は静かに目を伏せる。

        　家族、か。これまで俺は、あんまり深く考えてこなかったが、俺だって一員として、何か出来る事をしたいものである――と、すると、やはり、魔術学園に入学する前から、ある程度進路を考えておいた方が良い気がする。

        　エツゼア情報によると、ルスルリアーツ伯爵家は、武の家柄らしく、代々優秀な騎士や魔術師を輩出しているらしい。実際、父上も騎士であるし、エルダ父上も強すぎる魔力を持つ魔術師らしいのだ。

        「ねぇ、ヴァルワ兄上」

        「ん？　どうかしたか？」

        「ヴァルワ兄上は、将来何になるの？」

        「なんだ急に。俺は、ルスルリアーツの領主となるぞ？」

        「騎士団の騎士や魔術師にはならないの？」

        　率直に俺が尋ねると、ヴァルワ兄上が腕を組んだ。

        「今も実は誘いは来ている――が、俺は誓ったからな」

        「何を？」

        「リンクが常に戻ってきたくなる……いいや、常にずっとそれこそ住んでいたいと感じる領地を作る」

        「へ……？」

        「俺は、お前のために、この領地をより良くする事に全人生を捧げると決めているんだ。領民達も俺は好きだ。ルスルリアーツの地が、俺の全てだ」

        　それを聞いて、俺は目を見開いた。子供の頃の約束を思い出したからである。なんだか気恥ずかしくなって、俺は照れてしまった。

        　その後、久しぶりに会ったエルダ父上は暖かく俺達を迎えてくれた。

        「可愛い……」

        　そして俺は、弟と対面した。天使のように愛くるしいというのは、まさにライルのために存在する言葉だろう。金色の巻毛をしていた。緑色の瞳をしている。思わずそっと頬に触れると思ったよりも柔らかかった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十八】余裕

        　

        　

        　十四歳の夏、俺は今年も、オーガスの街の別荘へと向かった。今年は、ヴァルワ兄上は魔術学園の受験に備えて勉強三昧なので、俺と父上の二人でやってきた。

        「あ！」

        　早速、待ち合わせていたロイルに会って、俺は声を上げた。手紙では、二次性徴はまだだと書いてあったのに、ロイルの身長はヴァルワ兄上よりも遥かに大きかったのだ。

        「伸びてる！　嘘つき！」

        「まだまだ伸び盛りでな。終わっていないんだ」

        「うう……」

        　俺も、これでも、少しは背が伸びてきた。前世知識で言うところの、百六十台後半はある。それと比較すると、ヴァルワ兄上は百七十半ば、ロイルは百八十センチに近いと思う。

        「騙された……」

        　悔しい気持ちで、俺はロイルのチョコレート色の髪を見た。最後に会った時とは髪型が変わっていて、今年は少し長い。

        「リンクも伸びているじゃないか」

        「……足りない」

        「それに、より艶っぽくなったな」

        「それはいらない」

        　俺が求めているのは艶ではなく、身長だ。牛乳を飲む量を増やすべきかも知れない。俺は最近、毎日コップに三杯も飲んでいるのだが、足りないようだ……。そもそも牛乳で背は、本当に伸びるのだろうか……。

        「なぁ、ロイルは、牛乳を飲んでる？」

        「いいや。俺はミルクがあまり好きじゃないんだ」

        「え」

        　それなのに背が高いのか……俺はギュッと目を閉じて、牛乳に効果がある事を祈った。そうしていたら――不意に唇に柔らかな感触がした。

        「！」

        「――キスを強請られているのかと思った」

        「ち、違」

        「俺の前で迂闊に目は閉じない方が良いな」

        　冗談めかして笑ったロイルを見ながら、真っ赤になった俺は、自分の余裕のなさに狼狽えた。いいや、逆だ。ロイルに余裕がありすぎる。

        「そういうのは、恋人だけにしないとダメなんだよ。ヴァルワ兄上がいたら、今頃怒られてるからな」

        「――いないんだろう？　今年は」

        「うん。受験で――あれ？」

        　そこで俺は思い出した。ロイルはヴァルワ兄上と同じ歳だ。ゲームでは、来年入学していたはずである。

        「……えっと、ロイルは、進学先はどうするの？」

        「あちらの帝国魔導学園からも勧誘があったんだが、ユーゼス伯爵家の事も考えて、こちらに戻る事にした。来年からは、夏以外もリンクに会える」

        「それは嬉しいけど、じゃ、じゃあ、魔術学園に入学するの？」

        「推薦で入学が決定している」

        「え、すごい！」

        　付属の幼年学院以外からの推薦はめったにないと聞いた事がある。これもエツゼアからの情報だったかな。推薦試験は非常に難関だと耳にした事がある。

        「じゃあ、もう勉強は終わったって事？」

        「ああ。帝国の幼年学院の方が、こちらよりも講義の進行が早いんだ。既に魔術学園の一年時の分は学び終えている」

        「すごい……」

        「リンクも優秀だと聞いたぞ。この前、ルスルリアーツ伯爵が、俺の父上に自慢していた」

        「恥ずかしいなぁ……」

        　褒められて俺はまんざらでもなかった。思わず両頬を持ち上げた時、横からロイルが急に俺を抱きすくめた。

        「ちょ、ロイル！　急に何を……」

        「もっとずっと一緒にいられたら良いなと思ってな」

        「……俺も、一緒にいたいけど、意味が、その……」

        　意味が違う気がする。俺は友情だ。ロイルのこの行為は、愛情だと思う。俺は別段鈍いわけではないのだ。ロイルが俺を見る瞳が、どことなく肉食獣じみた光りを宿しているのも理解した。

        　現在は、俺の部屋に二人きりだ。場所は応接用のソファに横並び、真後ろはベッドだ。

        　――俺だって思春期だ。色々と意識をするお年頃である。

        「なぁ、リンク」

        　ロイルが俺の顎の下に指を添えた。顔を持ち上げられて、俺の全身が緊張する。

        「リンクが欲しい」

        「ダメ！」

        「即答か」

        　俺の言葉にロイルは笑ったが――そのままあっさり俺を横長のソファに押し倒した。ドクンドクンと俺の心臓が煩くなる。

        「ダ、ダメだから、ダメだよ、ダメ、ダメダメダメ」

        「動揺しすぎだ」

        　楽しげにロイルは笑ったが、その瞳がより獰猛に変わった。ロイルは長めに瞬きをすると、再び俺に唇を近づけた。

        「ン」

        　そのまま、深く俺は口づけをされた。全身がゾクリとする。押し返そうと思うのだが、緊張で震えて上手くいかない。そうしていたら、舌を絡め取られ、歯列をなぞられた。必死で俺は息継ぎをする。角度を変えて、何度も何度もキスをされる内、俺の息は上がり始めた。

        　これまで、それこそ、俺のキス経験はヴァルワに頬にチュッとされたくらいしか無かったため、唇への濃厚なキスの体験が強烈すぎて、思わず涙ぐむ。

        　すると顔を離したロイルがじっと俺を見た。その眼差しに俺が震えた時、フッと柔らかくロイルが笑った。少しだけ苦笑しているように見える。

        「一目見た時から、ずっと好きだった」

        「っ」

        「来年、この国に戻るから、そうしたら、答えをくれないか？　それまでは、待つ」

        「……」

        「もしも答えが、俺の恋人になれないというものだったら、全力で追いかけさせてもらう」

        　そう言うとロイルが俺から体を離した。俺はソファに横になったまま、ただ硬直していた。

        「リンクは、艶っぽくなったが、まだ中身は子供らしいしな」

        「っ」

        　そんなはずはない。前世知識があるのだから、絶対的に俺のほうが大人だ――よな……？　そこまで考えて、俺はハッとした。俺は、前世知識はあるが、前世において、果たして恋愛知識はあっただろうか？　そりゃあ知識はあったかもしれないが、経験は……？　少なくとも男同士はない。もしかするとこれは、ロイルのほうが経験値が高かったりするんじゃないのか……？

        　焦りながら俺は体を起こした。するとロイルが目を伏せ、穏やかに笑った。

        　やはり余裕たっぷりに見えた。

        　――その後の滞在期間、ロイルが俺に手を出す事はなく、初日の出来事がまるで夢のように感じた。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【十九】季節風

        　

        　

        　しかし――帰宅してからも俺は、ずっとロイルとのキスについて考えていた。特にロイルに手紙を書く時は、頭を悩ませている。ロイルからの手紙には、最近、『好きだ』『愛している』という率直な言葉が加わってきている。

        　俺はロイルが嫌いではないが、この状況に混乱していた。

        　誰かに相談したい。そう思うのだが――チラリと、夕食の席でヴァルワ兄上を見た。

        　睡眠時間も削って受験勉強をしているようで、目が虚ろだ。

        　頑張っている兄上の邪魔をするわけにはいかないだろう。

        　では、相談相手として、誰が適しているのだろうか？

        　エツゼアは論外だ。口が軽すぎる。レキはダメだ。なにせ俺を好きだと今でも言うのだから、傷をえぐってしまう。ああ……レキの告白はきっぱりと断れたのだが……ロイルは断れなかった。なぜなら、一年間も考える期間が貰えたからである……。

        　他に俺の知り合い……恋に強そうなのは、ゼルス殿下だが、既に魔術学園に入学していて校舎が違うし、身分が違うから気軽に相談にはいけない。

        　というよりも、俺は真っ先に、キリアの顔を思い浮かべた。相談するなら、キリアか、デュークス先生だ。そしてキリアは距離が遠い上、やはり受験勉強中のはずだ……。

        　そこで俺は決意した。デュークス先生に、久しぶりに会おうと。

        　本当は魔術学園へ入学してから再会したかったが、緊急事態だ。

        　ということで手紙を送ると、魔術学園の研究室に直接来て良いという話だった。なんでも保健医として保健室にいる他に、教師塔に研究室をもらっているらしい。そこで俺は、指定された日時に、幼年学院の敷地を横切って、魔術学園へと向かった。初めて足を踏み入れて、校門で要件を告げると、丁度デュークス先生が迎えに出てきてくれた。

        「それで？」

        　研究室へと行くと、デュークス先生が珈琲を淹れてくれた。それを受け取りながら、俺は俯いた。眉根が下がった自信がある。

        「キスされたんだ」

        「ヴァルワにか？」

        「違う！　友達に。幼馴染に」

        「――どんなキスだ？」

        「大人の！」

        「教会へ行ってしまったという報告か？」

        「行ってない！　キスまでしかしてないし！」

        「なんだ。子供がデキたかもしれないという心配かと思いながら聞いて、損をした。僕は今、すごく焦ったぞ」

        　デュークス先生は、俺の言葉に頷いてから、珈琲を飲み込んだ。

        「ヴァルワがどこかに怒鳴り込んだという話は聞かないから、秘密にしているのか？　それで僕に相談か？」

        「その通りです！」

        「聞いて良い事であれば、だが、どこの誰だ？　相手は」

        　その言葉に、俺は力なく答えた。

        「ユーゼス伯爵家のロイルです」

        「――あー、隣国に留学していたという秀才か。推薦で数年ぶりに外部入学が決まったと、職員室でも噂になっていたから覚えている。どういう繋がりだ？」

        「ジルヴァ父上とユーゼス伯爵が幼馴染で、別荘が隣なんだよ。それで毎年、夏に会ってた」

        「なるほどな」

        　先生は頷きながら聞いてくれた。俺は項垂れながら珈琲を飲み込む。

        「嫌いじゃないんだよ。でも、好きか分からない」

        「リンクも、もうそんな歳か」

        「子供扱いしないで」

        「――確かに、色気が多少は出てきたな」

        　デュークス先生はそう言うと、腕を組んで、じっと俺を見た。

        「魔術学園はな、幼年学院とは比較にならないほど、常に恋の季節風が吹き荒れているからな」

        「恋に季節風って何」

        　俺は思わず吹いた。どんな風か、知りたくない。

        「気を抜くと、キスの一つや二つされかねない」

        「そんな！　ヴァルワ兄上が危機だ！」

        「――ヴァルワは自衛能力があるだろうな。リンクもそれを鍛えるんだ」

        「う……」

        「キスされそうになったら、口の前に風魔術で結界を展開すると良い。俺は過去、そうやって乗り切ってきたぞ」

        「え？　先生もキスされそうになった事とかがあるの？」

        「なさそうか？」

        「ううん。ありそうだけど……」

        　どちらかというとデュークス先生は、上か下かでいうと、上のイメージがあった。

        「俺を押し倒して上に乗って自分で腰を振りたい願望を持つタイプのネコは意外といるんだ」

        「！」

        　直接的な言葉に、俺は赤面した。な、なるほど、積極的なネコ……。実は、俺の悩みどころは、そこでもあるのだ。

        「なぁ、先生。俺ってネコ？　俺、下？　怖いから嫌だ」

        「だったら上になるしかないだろうが……見た限り、直感として、リンクはネコだな」

        「……」

        「その、ロイルという相手を押し倒す姿は思い描けるのか？」

        「無理」

        「では、押し倒される姿は？」

        「……」

        　ちょっと考えてみた。というより、キスされた時は、押し倒されたに等しかったから、容易に想像というより、思い出せてしまった。頬が熱くなる。

        「思い描けるようだな。つまり、ネコだな」

        「……けど、俺、好きか分からない」

        　俺がそう言うと、デュークス先生が立ち上がった。そして、俺の隣に座ると、じーっと俺の顔を覗き込んできた。透き通るような瞳を見て、俺が首を傾げようとした時、先生が両手で俺の頬を挟んだ。動けなくなる。どんどん唇が近づいてくる。え？

        「――ほら」

        　唇が触れ合いそうな距離で、先生が動きを止めた。そしてぺろりと自分の唇を舐めた。あんまりにもその姿が色っぽく見えて、俺の目が釘付けになる。心拍数が一気に跳ね上がった気がした。

        「僕が相手でも、この距離だと、意識するだろう？」

        「……」

        「それを、直接キスしたとなれば、何度も思い出して当然だ」

        　先生はそう言うと、俺から手を離して、立ち上がった。そして元の席に戻る。

        「恋愛の好きと、性欲の好きが、存在すると僕は思う。今のリンクの場合は、初めてのキスに体が絡め取られている状態だ。一度冷静になってみると良い」

        「……はい」

        　俺は必死で頷いたが、鼓動が煩すぎて、あんまり物事をよく考えられなくなっていた。

        　先生には、動揺すら見えない。やはり、大人だ……。

        　その後俺は、どうやって家に帰ったのか、よく覚えていない。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【二十】別れと出会い

        　

        　

        　翌年の春――無事に、ヴァルワが魔術学園に合格した。なお、キリアからも合格したという手紙が来た。ロイルからは事前に聞いていたが、やはり合格だ。

        「一年間の辛抱だからな」

        　全寮制であるため、ヴァルワが家から旅立つ事になった。考えてみると、全寮制で、休みだからといって勝手に家には戻ってはダメだという決まりがあるから、ロイルはこの国にいたとしても、俺にはいつでもは会えない。その事実に気づいて、ちょっと安堵してしまった。

        「うん。一年間、勉強頑張る」

        「そうじゃない。俺と別々に暮らすのは、初めてだろう？　俺がいなくても、変な虫に絡まれるなよ？　俺はリンクの事が心配でならないんだ」

        「大丈夫。俺、デュークス先生に、風魔術について教わったから」

        「風魔術？」

        「ヴァルワ兄上こそ、恋の季節風が吹き荒れているらしいから気をつけて！」

        「なんだそれは？」

        　ヴァルワ兄上はそう言うと、首を傾げて曖昧に笑った。それから――俺を正面から抱きしめた。お別れの挨拶だとは分かっているのだが、その腕があんまりにも力強く思えた。

        　成長期が終わったのか、ヴァルワ兄上の身長は結局、俺の前世知識言う所の百七十センチ台後半で止まった。俺の背も伸びたが……俺は、百七十センチ前半から動かなくなってしまった……。

        「長期休暇には戻る。あとは、領地の仕事でも特例で帰宅が許されるから、その際に食事をしよう。あとは、校舎の敷地は同じだから、図書館などでは会える。毎日でも会いたいから、俺はいくらでも勉強に付き合うし、なるべく頻繁に図書館に来てくれ」

        　俺はヴァルワ兄上よりも頭が良い自信があるので、首を振った。俺だって会いたいが、勉強しながら会いたいわけではない。

        「普通に、図書館の下のテラスで話そう」

        　というのも――実は、俺は内部推薦が内定しているのだ。一昨日通知が来た。魔術学園に、俺も推薦で入学できる事が決まっているのである。

        「リンクの頭が良くて、俺は誇らしい……もっと、俺も精進する。そして、リンクの兄として相応しい、立派な――ルスルリアーツ伯爵となる事を誓う」

        「ヴァルワ兄上は、今も十分だと思うけどなぁ」

        「……そうだな。兄としては、頑張ってきたつもりだ。ただ……」

        「ただ？」

        　その時ヴァルワ兄上が俺から腕を離すと、今度は肩に手を置いた。

        「そ、その……お前は、キリアの事はもうお兄ちゃんと呼ばないだろう？」

        「うん」

        「俺のことも……その……兄上ではなく……名前で呼んでくれないか？」

        「え？　貴族として相応しい振る舞いじゃなくはない？」

        「っ、良いから。入学祝いとして……！」

        「ヴァルワ」

        「――ああ。これからは、そう呼んでくれ。リンク、愛してる」

        「俺も兄上が大好きだよ」

        「名前」

        「あ」

        　そんなやり取りをし、俺は兄上を見送った。そして心の中でヴァルワと繰り返した。実は最近、気づくと呼び捨てにしかかっていたので、ありがたい。しかし名前で呼ぶことが、入学祝いになるというのも不思議だ。

        「行っちゃった……」

        　遠ざかっていく馬車を見ていたら、無性に寂しくなった。デュークス先生が家庭教師じゃなくなった日は、そばにいたヴァルワが慰めてくれたわけだが、そのヴァルワが旅立った寂しさを慰めてくれる人は、誰もいない――わけでもなかった。

        　家の中に戻ると、既に家族のようになっている使用人さん達が、俺を元気づけてくれた。俺の好物のブルーベリータルトを用意し、大好きな味の紅茶を用意して待っていてくれたのだ。俺はすっかり、このルスルリアーツ伯爵家に慣れたようだ。

        　その後俺は、寂しさを紛らわせるため、散歩に出かけることにした。

        　徒歩で王都の方角へと向かい、領地を歩いていく。

        　本宅からは意外と近いのだ。

        　ぶらぶらと歩きながら、王立公園へ行こうと考えつつ、角を曲がる。

        　すると目の前を猫が横切っていった。子猫だ。愛らしいなと視線で追いかけると、道の脇にしゃがみこんでいる少年がいた。――ん？　何をしているのだろうかと眺めていると、足を押さえているのが見えた。

        「どうかしたの？」

        　歩み寄って俺は尋ね――目を見開いた。強烈な既視感があったからだ。

        「あ、足を捻っちゃって……」

        　王都に入ったばかりの角で、人気は俺達以外にはない。俺はじっとその少年を見た。

        　サラサラの髪は桃色にも見える銀髪で、大きな赤紫色の瞳をしている。

        　間違いない、間違いなく、俺が何度となく見たＢＬゲームの主人公、アルスだ！　アルスが目の前にいた！

        「あ、っと……すぐに治癒魔術を使うから待ってて」

        　それはそうと怪我の手当てが先だ。俺は脳裏に魔法陣を想起し、まずは痛みの緩和をした。それから現代知識で言うところの湿布のような効果がある魔術を発動させた。

        「痛みは？」

        「すごい……痛くない！」

        「良かった。それで痛みが引いたってことは、折れてはいないと思うけど、念のため専門の医術師に診てもらった方がいいよ」

        　俺が告げると、アルスの頬が桃色に染まった。俺は動揺を押し殺しながらアルスを見る。ゲームの通りであれば、来年からヴァルワ兄上は、アルスを虐め抜くのだ……そしてロイルは攻略対象となるのだ……。ロイルは、結果として風紀委員長という立場から、兄上と敵対するのだ。どれも回避したい未来だ。

        「名前は？」

        「えっと、ルスルリアーツ伯爵家のリンクと言うんだ」

        「そっか。僕は、ディノス伯爵家のアルスです」

        　知ってる、とは、言えなかった。なにせここまでの食事会などにも、一回もアルスは来たことがないのだから、初対面なのである……。

        　……アルスを見ていたら、俺の中で、過去にスチルで見た、彼の痴態がよぎった。思わず俺は、顔を片手で覆う。俺は、アルスのあられもない姿を知っているのだ。考えてみると、ロイルどころかキリアやゼルス殿下がアルスと行っている様々な場面を見た事があるのである。それらを思い出したら、一気に恥ずかしくなってしまった。鼻血を吹きそうだ。

        「リンクはどこに行く途中だったの？　邪魔しちゃった？」

        「いや、ただの散歩だから平気だよ。アルスは？」

        「僕は王立公園に行こうとして、道に迷っちゃったんだ」

        「そうだったのか。俺も王立公園の方に行こうと思ってたんだけど、アルスはまずは、医術師のいる教会に行ったほうが良いよ」

        　俺はアルスが立ち上がるのを手伝った。手を貸した俺の腕に、アルスが捕まる。

        　無事に立ち上がったアルスは、俺と同じくらいの身長だった。

        「有難う、分かった。今日は、教会に行く事にする――けど、良かったらお礼もしたいし、今度王立公園に一緒に行かない？」

        「ああ、うん。良いよ」

        「――じゃあ、明日……朝の十時に、王都中央の噴水前で待ち合わせは？　僕、あそこだけは迷わずにいけるんだ」

        「う、うん」

        　積極的だなと、俺は驚いた。ゲームの印象では、かなり消極的だったからである。

        「ほ、本当にいいの？」

        　しかし続いた声で、やはり積極的ではないと理解した。

        「僕……誰かとお出かけするの初めてで……有難う……」

        　アルスは真っ赤になって、涙ぐんでいた。勇気を出して俺を誘ったのが伝わってきた。ゲーム設定の通りであるならば、これまでの間、彼は悲惨だったはずだ。

        　考えてみたら、俺はもっとアルスの事を助けても良かったのかもしれない。彼の境遇を知っているのだから――いいや、今からでも、遅くはないかも知れない。

        「アルス、そ、その……これから、俺は毎週二日間はお休みがあるし、いっぱい遊ぼう」

        「良いの……？　僕、そんなことを言われたの、初めて……」

        　アルスの頬にポロリと涙がこぼれた。見ているだけで胸が痛い。

        　こうして俺は、翌日の約束が出来たのだった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【二十一】事件

        　

        　

        　翌日、午前十時。

        　俺はアルスと約束した噴水の前に向かった。すると十分前だったのだが、既にアルスがそこに立っていた。

        「本当に来てくれたんだ……有難う、リンク」

        「いや、こちらこそ。よし、行こう！　足は平気？」

        「うん。リンクの治療が完璧だったって医術師さんも言ってたよ」

        　歩き出しながら、アルスが儚い笑みを浮かべた。愛くるしい……いっそ、神々しい。俺は、エルダ父上を見て以来、人生で二度目の、男に対する『綺麗だ』という感想を抱いていた。

        　俺はサンドイッチの入ったカゴを持参している。二人で食べるつもりでもってきたのだ。一方のアルスは手ぶらである。が、多少の時間はあるだろう。

        　二人で王立公園へと向かうと、あまり人気が無かった。片隅の四阿へと向かい、俺達はベンチに座る。そこで俺は、サンドイッチを広げ、魔術で保温しておいたお茶をカップに入れて、アルスに差し出した。

        「これ……僕も食べていいの？」

        「勿論。アルスは、ちょっと痩せすぎてる。いっぱい食べてくれ」

        　俺は努めて笑みを浮かべた。ゲーム設定の通りであるならば、アルスは肩身の狭い日常を送っているというか……半分は虐待されているに等しいはずなのだ。満足にご飯を食べられなかった描写がシナリオにあった。そのため、学園の食堂で感動する場面があるのだ。

        「美味しい」

        　一口食べたアルスが涙ぐんだ。俺の胸が痛んだ。もっと早く助けてあげるべきだった。無論、俺にそんな義務は無いのだが、感情的な問題だ。なにせ俺の愛するゲームの、それも主人公だったのだ。俺が助けないで、どうするというのだ。転生知識が無駄になってしまうではないか……！

        「本当に、美味しい……」

        　ポロポロ泣きながら、アルスがサンドイッチを食べていく。俺もひとつ手にとった。

        「いっぱい食べてくれ」

        「ごめん、涙が勝手に出てくるんだ……僕、おかしいよね」

        「そんな事ない。ただ、笑顔の方が素敵だと思うけどな」

        　俺は、言ってから、『あ』と思った。これは、シナリオでは、キリアが食堂でアルスにかける言葉だったからだ。無意識に俺はそれをなぞってしまった。

        「リンク……」

        　するとアルスが涙で潤んだ瞳を俺に向けた。その瞳が、涙以外でもキラキラ光っている気がする。眩しい。俺を見て感動しているらしい。非常に心苦しい。

        　――以来、俺は毎週末、アルスと王立公園へと出かけるようになった。

        　そしてアルスから様々な話を聞いた。

        　家で辛い目に遭っている事が大半だ。半分は、俺が誘導して聞き出した。

        　ひとつわかったのは、幼少時に俺が怪我をしたのは、やはりアルスの魔力暴発事故だったらしいという事だ。アルスが、『三歳より前の記憶がないけど普通かな』といったので、俺は図書館で当時の王国新聞をひっぱりだしたのである。すると俺がいると聞きつけたらしくヴァルワが正面に座ったが、俺は挨拶もそこそこに新聞を熟読していた。気づいたら、ヴァルワは俺をジーッと見ながら、どこか傷ついたような顔をしていた。困ったものである。ブラコンすぎる。ホームシックらしい。

        　それはそうと、その記事によれば、ディノス伯爵家で魔力暴発事故があったらしく、その日に王都全域が巨大隕石に見舞われたそうだった。というより――時空を超えて、俺の現代の方まで、その隕石は飛んできてしまっていたのではないかと思う。俺は将来、もし研究職魔術師になる場合は、前世知識もある事だし、世界移動研究をしようかと検討中だ。少しだけ進路について考え始めたのである。

        「リンク、いつも話を聞いてくれて有難う」

        　アルスの言葉で我に返った。まずい、聞いていなかった……。

        「僕……僕なんかじゃダメかもしれないけど、もうこの気持ちを抑えられそうにないん……」

        「ん？」

        「僕は、リンクが好き」

        「え!?」

        　突然の告白に、俺は思わず聞き返した。

        　季節は既に冬に差し掛かっている。魔術学園の入学まで、もう少しだ。

        「いつも優しくて、頼りになって、格好良いリンクが、僕の心の支えなんだ。いきなり、ごめん、僕なんかがゴメン」

        「え、い、いや――あの、アルスだからダメって事はなくて、アルスはちゃんといい人だと思うけど……え、俺？」

        　俺はてっきり、アルスは、キリアかロイルかゼルス殿下と恋に落ちるのだと確信していた。中でも俺のイチオシは、ロイルだった。そうなれば、俺の悩みは一挙に解決するからだ。全寮制でも手紙のやりとりは自由であり、ロイルからは今も、『好きだ』という手紙が届く。長期休暇には会いたいという誘いがあったが、俺はヴァルワの帰省を理由に断った。しかしまだ、告白自体には返事をしておらず、現在は、『入学したら教えてくれ』と言われている。期限が伸びたのである。

        「アルス、考え直したほうが良い。ほ、ほら！　春になって魔術学園に入学したら、素敵な人がいっぱいいるかもしれないし！」

        「リンクより素敵な人は、僕の中にはきっと一生できないよ」

        「アルス……そんな事ない。例えば、俺の兄上のヴァルワとか、お兄ちゃんのキリアは最高に格好良い！」

        「僕はリンクが好き。これだけは、譲れない」

        　ニコニコしながらアルスが言った。最近の彼は、笑顔が増えてきた。それは喜ばしいが、俺は困ってしまった。

        「付き合ってくれなくても良いから、好きでいさせて」

        「う、うん……あ、あの……」

        「急にごめんね。でも、もう、自分の中では抱えきれなくて。リンクの事を愛してるんだよ……」

        　アルスが涙ぐんだ。そして、静かに俺の手に触れた。

        「僕最近、ずっとリンクを押し倒してキスしたいって思ってるんだよ」

        　俺はその言葉に、デュークス先生から聞いた、積極的なネコについて思い出し、風魔術を発動する準備をした。が。

        「リンクが僕のお嫁さんになってくれたらいいなって……そう思って」

        「え!?　嫁!?」

        「うん。お父様に、ルスルリアーツ伯爵家にお見合いのお話を持って行ってもらってるんだ。僕達の家は、文のディノス伯爵家と武のルスルリアーツ伯爵家であまり仲良くないから、この縁組を機に親しくなるのはどうかという話をお父様としたんだよ。お父様と五年ぶりに話したから、緊張しちゃったけど……」

        「待ってくれ、待って。二つ良いか？」

        「何？」

        「嫁って、俺が下？　かつ、俺達、お見合いするの？」

        　俺の言葉に、アルスが驚いた顔をした。

        「うん。リンクはどこからどう見てもネコでしょう？」

        「え!?　アルスこそ……！」

        「僕はそんなこと言われたことはないよ」

        「今俺が言った」

        「？　リンクはタチだって言われるの？」

        「い、いや……下だって言われるけど……」

        「僕は言われたことない。リンクは言われたことがある。僕もリンクはネコだと思う。リンク、僕の奥さんになって下さい！」

        「無理！　それは無理！　待って、急展開すぎる！」

        「じゃあ、ゆっくりならいいの？」

        「とりあえずさ、お互いをよく知らないと。俺、お見合いとかよくわからないし」

        「――春からは、毎日会えるし、僕、頑張るね！」

        　その日は、引きつった笑みを浮かべて俺は、アルスと別れて帰宅した。

        　そして父上の帰りを待った。すると父上もまた、血相を変えて帰ってきた。

        「リンク、ちょっと良いかい？」

        「父上、俺も話があります！」

        「――先に聞こう」

        「俺、ディノス伯爵家のアルスとはお見合いしません！」

        　すると父上は、力が抜けたように、深々と椅子に座った。

        「そうか……私も聞いて焦ったんだよ。いきなり宰相閣下からお見合い話が来たものだから」

        　そういえば、文のディノス伯爵家と言っていたな。文官筆頭は、宰相閣下か……。

        「何かと宰相閣下とは、騎士団の件で衝突が絶えないから――政略結婚だろうとは踏んでいたんだが、万が一にもそれがリンクの意思だった場合に備えて、回答を保留としてきたんだ。断っておくよ」

        「お願いします。俺、まだそういう意思はないです！」

        　俺の言葉に、父上が大きく息を吐いた。

        「――それを聞いた、ゼルス殿下も、お見合いをご希望なさっておいでなんだが」

        「今の俺には、そういう気分はないです！」

        「……そ、そうか。無さすぎるのも問題ではあるが……」

        　父上はそう言うと苦笑した。

        　――大問題が発生したのは、その翌日である。

        　王国新聞の一面に大きく、『ディノス伯爵家とルスルリアーツ伯爵家の御子息がご結婚か』という記事が出てしまったのである。王宮で、見合い話を聞いていた貴族の一人がぽろっと新聞記者に話してしまったという事態のようだった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【二十二】まさかのドアマット？

        　

        　

        「どういう事だ、リンク」

        　翌日、俺は図書館に、兄上から呼び出された。ヴァルワ兄上は、非常に怖い顔をしている。テーブルを挟んで向かい合い、俺は様子を窺った。なんと兄上は、笑顔で激怒している。ヴァルワは、本気で怒ると笑顔になるのだ。怖い。非常に怖い。

        「話すと長いようで短いんだけど」

        「聞こう。どんなに長くとも構わない」

        「図書館の閉館時間があるから、その」

        「屁理屈を言うな」

        「ごめんなさい……」

        　謝ってから、俺は足を痛めたくだりから開始して、前世知識がある部分のみ伏せ、公園でちょくちょく遊ぶ友人だと伝えた。終始ヴァルワ兄上は腕を組み、笑顔で聞いていた。そして俺が話し終わると、改めて口を開いた。

        「つまり、ただの友人関係なんだな？」

        「そうです！」

        　……どうして俺、ヴァルワに対して、言い訳をしているんだろう……。ただ、ヴァルワに誤解されるのは嫌なのだ。

        「俺の大切なリンクに手を出そうとするとは……入学式後が楽しみだ」

        「――え？」

        「荊棘会の総力を持ってして、虐め抜いてやる」

        「え!?」

        　俺は狼狽えた。まさかのこの展開からの、悪役!?　焦って立ち上がり、俺はヴァルワの腕を掴んだ。

        「待ってくれ。ただの友人だけど、大切な友人なんだ。誓って恋愛感情はゼロだけど、いじめないで」

        「……」

        「ヴァルワ！」

        「……くっ、ああ、もう、リンクはどうしてそんなに心が優しいんだ……」

        　肩を落としてヴァルワが嘆くように言った。それから俺の手を取ると、腕を引いた。体勢を崩した俺を、ヴァルワが抱きとめる。久しぶりに感じたヴァルワの体温が、無性に俺を安心させてくれた。

        　こうしてその日は、なんとか説明をする事に成功した。

        　そうして――いざ、魔術学園への入学式の日がやってきた。

        　幼年学院以外からの入学生もいるため、今日から人数が増える。

        　俺は嬉しさ半分、不安半分だった。まさか、俺がドアマットの遠隔要因になったかもしれないと考えると、青くなるしかない。いいや、ヴァルワを信じよう。ヴァルワは、わかってくれたはずだ。そう願いながら、俺は入学式に臨んだ。

        　するとゲームで見た事のある光景が始まった。生徒会長挨拶をキリアがして、続いて風紀委員長挨拶をロイルがしたのである。また、在校生代表挨拶をゼルス殿下がした。これは、ゲームの時は、登場人物紹介でもあった場面だ。

        　既視感がある入学式風景を不思議な気分で見守ってから、俺はその後、寮へと向かう事にした。今日からは、俺も寮生活が始まるのだ。その部分は、とてもわくわくしている。

        　なんでも、昨年の終わりの生徒会総会で、寮の編成が、同学年ではなく、全学年混合になったらしい。また家族を優先するという決まりができたそうで、俺はヴァルワと同じ部屋だ。一年ぶりに一緒に暮らす事になったのである。

        「待っていた」

        　部屋に入ると、先に帰っていたヴァルワが笑顔で出迎えてくれた。

        「会いたかった」

        　俺が素直にそう言うと、ヴァルワが赤面した。照れている姿は、子供の頃から変わらない。激怒していた時の怖さが嘘のように、今のヴァルワは可愛い。いいや、格好良いの方が適切かも知れない。また少し、背が伸びたようだった。てっきり止まったと思っていたのに。

        「まずは食堂に行こう。自炊も可能だが、シェフの料理は美味しいぞ」

        「うん」

        　頷き、俺はヴァルワに連れられて、食堂へと向かった。すると――。

        「お前が俺の弟を政略結婚で奪おうとしたディノス宰相閣下の御子息か！」

        　冷たい声で糾弾しているキリアが視界に入った。相手は、階段前の席に座っているアルスだ……。正面には、同室だから一緒に来たのだろうエツゼアが座っていて、青くなっている。

        「キリア!?」

        　思わず俺は走った。やはりこれ、ドアマット展開が来てしまっている。しかも、俺のせいで……！

        「政略結婚じゃありません！　僕は、リンクが好きなんです！」

        　すると、アルスが叫ぶように言った。瞬間、食堂中が水を打ったように静まり返った。俺はキリアに伸ばそうと手を出したままで、硬直した。公衆の面前での告白は、流石に想定外過ぎた。

        「聞き捨てならないな。リンクには、お前に対する恋心はゼロだそうだが？」

        　俺の隣まで歩いてきたヴァルワが、非常に冷徹な声を放った。キリアがこちらを見る。そして――何故なのかヴァルワを睨んだ。

        「お前が言う権利はないだろう」

        「俺は兄であり保護者だ。代弁しても構わないと思うが？」

        「そうじゃねぇよ。お前も俺から見れば、俺の大切な弟を誑かそうとする変態だ！」

        「黙れ！　リンクの兄は、俺だけだ」

        「あ？　なんだと？　俺に決まってるだろうが！」

        　今度は、キリアとヴァルワの喧嘩が勃発した。俺は呆気に取られた。どうしよう、どうしたらいいんだ、この状況……？　そう考えていた時だった。

        「静粛にしろ。ここは、食堂という公共の場だ。皆、わきまえろ」

        　そこに、ロイルの声が響き渡った。反射的に振り返ると、風紀委員会の腕章をしたロイルが、呆れたようにこちらを見ていた。キリアとヴァルワも声を止めた。それに安堵していると――ヴァルワが今度はロイルを睨めつけた。

        「お前にも、兄として、絶対にリンクは渡さないからな」

        「安心しろヴァルワ。その点は俺も同じ気持ちだ。対風紀委員長防衛戦線は維持しよう」

        　なんだその戦線って。俺が首を捻っていると、ロイルが深く溜息をついた。

        「邪魔者ばかりで頭にくるな」

        「例えばその中には、私も含まれるのかい？」

        　するとそこへ、ゼルス殿下が現れた。開け放たれたままだった扉からゆっくりと入ってきた所だった。ゼルス殿下は、まっすぐに俺を目指して歩いてくる。

        「なにせ私は、残り一年の在学期間中に、リンクの心を射止めるつもりでいるからね」

        　ゼルス殿下はそう言って満面の笑みを浮かべた。食堂に歓声が溢れた……。ゼルス殿下の笑顔に見惚れて倒れそうになっている生徒までいる。俺は非常に居心地が悪い。

        　その後、キリアとヴァルワとロイルとゼルス殿下とアルスが言い合いを始めた。アルスは必死で言葉を発しては、遮られている。ゼルス殿下だけが笑顔で余裕そうだ。ほか三名は、声を荒らげている。俺は逃げ出したくなった。誰か助けてくれないだろうか。なにせ彼らの話題の中心は、俺なのだ。俺に近寄ってはならないと牽制しあっているのだ。どういう状況だよ、これ……。皆、俺が自分のものだと主張している……俺は、俺のものだ……。そう考えていた時、後ろからそっと肩を叩かれた。振り返ると、デュークス先生が立っていた。

        「今なら奴らに視線が集中している。逃げるなら今だ」

        「！　有難うございます！」

        　こうして俺は、デュークス先生に無事救出されたのだった。

        　

        　

        　

        


        　

    

    
        【二十三】自分の気持ち

        　

        　

        「先生、俺、どうしたら良い？」

        　俺が避難してきた保健室で問うと、先生が腕を組んだ。

        「どう、と、言われてもな。あの中で、誰が一番好きだ？」

        「え？　キリアは大切な家族だし、ヴァルワは、うーん、一番かなぁ、ヴァルワ。だめだ、ロイルも大切な幼馴染だし、最近仲良くなったばかりとはいえアルスを見捨てるなんて不可能だし、ゼルス殿下の事は正直言うとよく知らないんだけど……エツゼアは、うん。不憫そう」

        「煮え切らないな――では、全て断ってはどうだ？」

        「どうやって？　一人一人に、俺は俺のものだって言って回ったら良い？　全校放送とか？」

        「全校放送という発想は、俺の方に無かった」

        　デュークス先生が吹き出しながら、俺の珈琲を出してくれた。受け取って飲み込むと、ホッとした。それから細く長く吐息して、俺は先生に聞いた。

        「あれが、季節風ですか？」

        「そうだな。季節風としても良いだろう」

        「……みんな子供だと思ってたのに……なんで、みんな恋出来るんだ？　あと、恋じゃないだろうけど、キリアとヴァルワは、兄弟愛が重すぎる」

        「――生徒会長は見た限り兄弟愛のようだが、ヴァルワはどうだろうな」

        「え？」

        　先生の言葉に、俺は顔を上げた。すると先生が腕を組んで、まじまじと俺を見た。

        「まぁ僕の口から話す事ではないな。本人に直接愛の種類を聞いてみろ」

        「う、うん……？」

        　曖昧に俺は頷いた。先生はそんな俺に対して、苦笑しながら小さく頷く。

        「確かに、リンクは背も伸びて、大人っぽくなって、綺麗になったな」

        「先生……」

        「僕ももう少し若かったら争奪戦に加わっていたかもな」

        「へ？　争奪戦？」

        「――いいや、これは、いいわけか。恋に年齢は関係ないか」

        「先生？」

        「何でもない。そろそろ寮に戻るといい、食堂が締まる時間だ」

        　先生はそう言うと、ひょいひょいと手を振った。頷き俺は立ち上がった。

        「リンク！」

        　すると丁度ヴァルワが走ってきた所だった。

        「デュークスの所じゃないかと思って探しに来たんだ。やっぱりここだったか」

        「先生と呼べ」

        　見送ってくれたデュークス先生が、無表情でヴァルワに言った。しかし無表情のなかにも感情が読み取れるくらいの付き合いである俺には、何やら呆れた色がその瞳に宿っているのが見て取れた気がした。

        「先生、弟が失礼しました」

        　ヴァルワはそう言うと、俺の手を握って歩き始めた。素直に俺は従う。そして二人で寮まで戻った。すると鍵を閉めてすぐ、ヴァルワが動きを止めて俯いた。

        「ヴァルワ？　何か飲み物を淹れる？」

        　騒動の事を気にしているのかなと思い、俺はそう声をかけた。すると、拳を握ったヴァルワが小さく扉を叩いた。その音が、思いのほか大きく響いた。

        「リンク、もう分かっているとは思うが」

        「……えっと？」

        「俺はお前が好きだ。こんな形で、こんな場所で告白する予定は無かったんだけどな」

        「ヴァルワ……え、あ、あの……」

        「最後まで聞いてくれ。結果がどうであれ、お前が大切な家族である事は生涯変わらない。だから家の柵などは気にしないでくれて良い。そしてお前が俺を、兄としてしか見ていない事もよく理解している」

        　淡々とヴァルワが言った。虚を突かれた俺は、ただ目を見開いて、硬直していた。

        「最初は、本心から兄として、お前を守りたいと思った。お前には、俺だけの弟でいてほしいと思った。ただな、途中から――我ながら酷い独占欲だ」

        「……」

        「リンクを誰にも渡したくない」

        　そう言うとヴァルワが振り返った。目が合う。

        「――リンク？」

        「……」

        　俺は言葉が出てこない。ただ、頬が熱いのは分かる。何故なのか、俺は無性に嬉しかった。嬉しすぎて涙がこみ上げてきた。

        「おい？　それは、どういう反応なんだ？　期待するぞ、無駄な期待はさせないでくれないか？」

        「ヴァルワ……前から言おうと思っていたんだけど」

        「な、なんだ？」

        「言うのが遅い！」

        　気づくと俺はそう口走っていた。そして――一つの事実を発見していた。

        　俺は、これだけヴァルワの言葉が嬉しいのだから、とっくにヴァルワの事が好きだったらしい。けれど振られるのが怖いから、俺のほうこそ、『兄上』だと考えて、自分をごまかしていたような気がする。

        「早く言っていたら、何か違う結果になったという意味か？　ま、まさか……恋人がいるのか？」

        「いない！」

        「焦らせるな！」

        　ヴァルワは声を上げてから、一歩俺の前に歩み寄った。そして、俺の両手をとって持ち上げた。

        「――俺は、離れていたこの一年間で、自分の気持ちを明確に理解したんだ。お前の事を弟ではなく、恋愛対象として好きなんだと」

        　俺は頷きながら、静かに聞く。ヴァルワは、小さく瞳を揺らしてから、真剣な顔で俺に言った。

        「兄としてだけではなく、俺個人を見てくれないか？」

        「ヴァルワ」

        「――と、言おうと思っていたんだ……が、どうしてそんなに嬉しそうなんだ？」

        「だって、嬉しくて」

        「本当か？　てっきり優しいお前は困ると思っていた」

        「うん。俺もヴァルワに告白されたら困る自信があったのに――言われたら嬉しくてさぁ。どうしようヴァルワ。俺、頬が緩む、止まらない……」

        　思わずニコニコしながら俺が言うと、驚いたように息を呑んでから、おずおずとヴァルワが俺を抱きしめた。ぎこちなく回された腕が、俺の背中に触れている。まるで壊れ物を扱うかのような丁寧さだった。

        「俺の告白は、嫌じゃなかったか？」

        「うん。嬉しかった」

        「お前を好きでいても良いか？」

        「うん」

        「――俺の恋人になってくれるか？」

        　続いて響いた言葉に、俺は額をヴァルワの肩に押し付けながら、口ごもった。そして一拍おいてから、答えた。

        「まずね、キリアには報告しないとならない。俺がヴァルワを好きだって事をきちんと。それと、ロイルに断らないとならない。付き合えないって。アルスにもゼルス殿下にもお見合いができないってきっちりと言う」

        「――デュークスにも報告してくれるか？」

        「勿論！」

        　俺が頷くと、ヴァルワの両腕に力がこもった。

        　こうしてこの日、俺は自分の中に隠されていた気持ちに気付いたのだった。

        　

        　

        


        　

    

    
        【二十四】旅

        　

        　

        　翌日は、入学式の翌日で、皆が荷物整理などがあるという理由で休講だった。

        　これをきっかけとする事にして、俺はヴァルワと共に、お断りの旅に出る事にした。

        　最初は、断りではなく、報告だ。

        「……え、本当に？　本当か？　リンク、早まるな」

        　俺がヴァルワと付き合うと報告した途端、キリアが怪訝そうな顔をした。それからヴァルワを見た。

        「お前、兄としてしか見られてないとか、言ってただろうが！　そして俺に羨ましい思いをさせただろうが！　どういう事だ！」

        「俺はリンクをもう弟ではなく、恋人として見てしまっているんだ」

        「それは最初から分かってた」

        「そうだな」

        　二人のやり取りを聞きながら、俺は首を傾げた。

        「キリアとヴァルワは、親交があったの？」

        「俺とキリアは同じクラスで一年間過ごしている――だけではなく、実を言えば、魔術学園で顔を合わせる前から、俺は何度か会いに行っていたんだ」

        「え？」

        「そうそう。リンクの兄は俺だけだぁって、ドリスさんの家に乗り込んできたんだよ」

        　キリアが呆れたように笑った。すると照れくさそうに、ヴァルワが目を閉じた。

        「それからは、リンクを思う兄同士、害虫は排除しようと決めたんだ。例えば、風紀委員長という名前の虫とかな。俺から見れば、ヴァルワも虫だけど」

        「キリア、そんな事言わないでくれ。ヴァルワは俺の好きな人なんだから」

        「リンク……俺の事を好きだなんて……くっ」

        　ヴァルワが俺に抱きついてきた。するとキリアが溜息をついた。

        「リンクの同意があるなら、俺は文句は言わない。リンクが良いなら仕方ない。ただな、リンク。なにかされたら俺に言えよ。必ずお兄ちゃんが、ヴァルワを退治してやるからな」

        　その言葉に俺は思わず吹き出した。

        　続いて俺達は、ゼルス殿下の元に向かった。すると殿下は、俺達にハーブティを振舞ってくれた。殿下は、お茶を淹れるのが趣味なのだ。

        「――そうか、上手く行ってしまったのか。残念だ――が、まだ一年間ある。私は頑張るよ。ただねぇ、ヴァルワの事も良い友人だと思っているから、ちょっと諦めつつあるけれどね」

        　殿下は優しく笑った。それから俺達に向かって柔和な視線を向けた。

        「私も頑張るけれど、二人も頑張るようにね。君達の幸せを応援しているけど、私は欲しいものは手に入れるタイプだから、気をつけるようにね」

        　少しだけひやりとしたが、ゲーム通りならば人格者だから、怖い結果にはならない事を祈るしかない。そう考えていたら、ヴァルワが苦笑した。

        「殿下、リンクで遊ばないでくれ」

        「昔はよくヴァルワで遊んだものだけれどね」

        「俺で、って。俺と、と、言い直してください」

        「事実だろう？」

        「――初めに、俺がリンクを好きだと気づいて、応援してくれた友人が、殿下じゃありませんか」

        　それを聞いて、俺は目を見開いた。すると悠然と殿下が笑った。

        「恋を進展させるには、外側からつつくのが一番だと思ってね。私は親友のヴァルワをずっと応援していたんだよ。リンクもお見合い話が来たら、自分の気持ちを考えるようになるかと思っていた」

        「そうだったんですか」

        「ああ。リンクの瞳を見ていれば、ヴァルワと共にいる時に、本当に嬉しそうだというのはすぐに気づくことができたからね。ずっと君達が両思いだと私は確信していた」

        　ゼルス殿下に対して、俺は見る目が変わってしまった。鋭い。

        「――だから、ディノス伯爵家との縁談について聞いた時は、ヴァルワのためにもなんとしても潰さなければと、自分のお見合い話も持ち出したんだよ。安心して良い。リンクの事は魅力的だと思うが、私は、ヴァルワの数少ない味方だ」

        　そう言って殿下がクスクスと笑うと、ヴァルワもまた優しい笑みを浮かべた。二人は、本当に親しそうである。

        　続いて俺達は、アルスに言いに行く事にした――というよりは、順番を考えていたら、廊下ですれ違ったのである。

        「アルス、あの――」

        　立ち話も悪いかとも思ったが、俺はヴァルワの事が好きだと、しっかりと告げた。するとアルスが目を潤ませた。そうしながらも、小さく頷いた。

        「リンクの気持ちは分かったよ。だけど、好きでいるのだけは許して」

        「アルス……応えられないよ？　俺」

        「いいんだ。リンクは、俺にとって、一番大切な人だから――ただ、リンクが前に話してくれた通り、この学園には色々な人がいて、優しい人も多いし……エツゼアとか。もっと僕、リンクの他にも話せる相手を作る努力をしてみる。もしかしたら、違う世界が見えるかも知れない。世界は俺に優しいかも知れない」

        　そういったアルスは輝いていた。

        　――なお、この、『世界は俺に優しいかも知れない』というのは、ＢＬゲームにおいては、ノーマルエンドの時のセリフだった。誰ともハッピーエンドにならない場合のセリフだった記憶がある。

        　頷いてから、俺とヴァルワは歩みを再開し、風紀委員長室へと向かった。すると執務机に向かい、ロイルが羽ペンを動かしていた。そして俺達を一瞥すると、吹き出すように笑った。

        「残念だな。そうか、付き合い始めたのか」

        「ロイル、ごめん」

        「何に対する謝罪だ？」

        「返事が遅くなって」

        「――一応、明確に聞かせてくれ」

        「ヴァルワが好きで、付き合うことにしたので、ロイルとは付き合えない」

        　俺がそう言うと、ロイルがクスクスと笑った。

        「まぁ、手紙にあれほどヴァルワの名前ばかり出されては、俺だってリンクの気持ちには気づいてはいた」

        「え!?」

        　俺は自分の気持ちに無自覚だったというのに、周囲には、そう映っていたのか……。

        「ただ、あの日話した通り、結果はどうであれ、俺がする事は変わらない。俺は非常に諦めが悪い。これからも、狙わせてもらう」

        「ロイル、そ、それは……」

        「ヴァルワ、気を抜かないほうがいいぞ。俺がいつリンクを貰うとも分からないからな」

        「手出しはさせない」

        　ヴァルワがロイルを睨めつけた。しかし余裕の表情でその視線を受け流すと、ロイルが扉を見た。

        「悪いが風紀の仕事が立て込んでいてな。後でゆっくりリンクとは改めて話しをさせてもらう」

        「俺も同席するからな」

        「ヴァルワ、それは兄としてか？」

        「――恋人としてだ」

        　そんなやり取りをしてから、俺達は風紀委員長室をあとにして、最後に保健室へと向かった。するとデュークス先生が、椅子に座って膝を組んでいた。

        「気づいてすぐに失恋するくらいなら、やっぱり気づかないふりをして、封印しておくべきだったかもな」

        　苦笑するように先生がそんな事を言った。それからヴァルワを見る。

        「幸せにしてやれよ」

        「言われなくてもな」

        　こうして――俺達の報告旅行は終わりを告げたのである。

        　

        　

        


        　

    

    
        【二十五】ハッピーエンド

        　

        　

        　ちなみに、寮には、私室がそれぞれあって、ベッドも別だ。だが俺達は、片方を勉強部屋にして、片方を寝室にした。ついさきほど、荷物を移動したのである。

        　なんでも、ロイルに聞いたのだが、校舎内での不純交友は禁止らしいが、寮における性交渉は黙認されるらしい。風紀委員長が言っていたのだから間違いはないだろう。毎年数人は、そのまま教会へ行って、結婚してしまうという話も聞いた。

        　……妊娠期間というものがないのと、貴族が多くて面倒を見てくれる使用人さんを雇えるから、結婚したり子供が出来ても、学院生活にはあんまり支障がないというのが、理由であるそうだった。また、魔術が使える貴族の数は多い方が良いという事で、子供を育てる決意をしたら教会に行って良いという校則まであった。その場合は、特例で毎週末家に帰って良いようだった。

        「父上にも報告しないと。だけど、なんて言おう」

        　俺は寝台に寝そべりながら、ヴァルワに聞いた。するとヴァルワが横に座りながら、赤くなった。

        「父上は、俺の気持ちをご存知で、何度か結婚意思を過去に確認された。だから見合いの一報も父上がまず俺に教えてくれたんだ」

        「そうだったんだ」

        「――リンク。これからは、弟としてではなく、俺の伴侶として、ルスルリアーツ伯爵家の家族になって欲しい」

        「うん」

        　嬉しくなって俺が頷くと、じっとヴァルワが俺を見た。そして、さらに真っ赤になりながら、俺の頬に触れた。

        「一緒に眠って、何もしない自信がない」

        「――それは、毛布を一緒にかぶるっていう意味？」

        「……昔、教えただろう」

        「キスするって事？」

        「……その後、お前、デュークスに聞いただろう？」

        「う」

        「あのな……俺は恥をかいたぞ。ちゃんと俺は知っていたんだからな。お前が知らないようだったから、純粋なお前に言うのが躊躇われただけなんだ」

        「え!?　そうだったの!?」

        　俺は本気で驚いた。すると真っ赤な顔を、ヴァルワが両手で覆った。

        「俺は子供というより、今、リンクが欲しい」

        「ヴァルワ……」

        　それを聞いて、今度は俺の方が赤くなってしまった。それから俺達は、どちらともなく唇を重ねた。柔らかで優しい感触に、俺の胸が満ち溢れてくる。やっぱり、ヴァルワの事が、俺は大好きみたいだ。どうして今まで気がつかなかったんだろう。多分、近くにいすぎたからだと思う。

        「ン」

        　ヴァルワが優しく俺を押し倒した。夜着のガウンの紐を解かれた俺は、緊張から体を固くする。するとヴァルワが、俺の首筋に口づけを落としてから、寝台の上にきちんと乗ってきた。そして、片手で俺の陰茎に触れる。

        「……っ、ぁ」

        　ゆっくりと指先でなぞられて、俺は思わず声を漏らした。

        「悪い、初めてだから、上手く出来無いかもしれない」

        「待って、あ、気持ち良っ」

        「――良かった」

        　ゆるゆると手を動かされたら、俺の陰茎があっさりと反応した。満たされている気持ちとは別の軸で、体が開放を求めている。初めての悦楽に、俺の体はすぐに弛緩した。

        「指、入れるからな」

        　それから香油を手に取り、ヴァルワが俺の中へと指を進めて来た。異物感に息を呑んでいると、ヴァルワが気遣うように俺を見た。

        「大丈夫か？」

        「う、うん……」

        「なるべく優しくする。努力する」

        「ぁ……あ、ア！」

        　二本目の指が入ってきて、俺の中がいっぱいになってしまった。その指先を揃えて動かされると、ジンと全身に甘い快楽が広がっていく。

        「ァ、ン……ああっ、ん……ぅ、ぁァ」

        「リンクは綺麗だな」

        「ッ、ぁ」

        　俺には、いつもよりもヴァルワが恰好良く見える。俺が綺麗だというのは、ヴァルワがどうかしてしまったのだろうと思うが、ヴァルワは間違いなく格好良い。恋をすると、相手が輝いて見えるのかもしれない。

        「！　ひ、ァ」

        　指先を軽く折り曲げられた時、俺の全身に痺れるような快楽が走った。俺の反応を見たヴァルワが、そこばかりを指先で責める。俺は涙ぐんだ。気持ち良かった。

        「あ、あ……ヴァルワ」

        「もっと名前を呼んでくれ」

        「ヴァルワ……早く」

        「っ、煽るな」

        　ヴァルワが指を引き抜くと、性急に楔を挿入してきた。その衝撃に、俺は仰け反る。つながっている箇所で交わっている温度が尋常ではない快楽を俺にもたらす。ゆっくりとヴァルワが動く度、どんどん快楽が強くなってく。

        「ぁ、あ、アん――っ、あ、あああ！」

        　その後、一際強く突き上げられた時、俺は果てた。俺の出した白液が、ヴァルワの腹部を汚したのが分かる。

        「好きだ、リンク」

        　俺の呼吸が落ち着くまでの間、ヴァルワは動きを止めてくれた。だがその間に、よりはっきりとヴァルワの陰茎の形を内部で感じてしまった。俺の背筋には、すぐに再びゾクゾクと熱が這いあがり始める。

        「ずっとこの日を夢見ていたんだ」

        「ああっ！」

        　再びヴァルワが動き始めた。俺はヴァルワに抱きついて、快楽に涙しながら声を上げる。あんまりにも気持ち良すぎて、体が蕩けてしまいそうだった。それから激しく抽挿し、ヴァルワが俺の中へと放った頃には、俺の体力は限界だった。

        　――事後。

        「無理をさせたな」

        　隣で俺を腕枕しながらヴァルワが言った。汗ばんでいる髪を自覚しながら、俺は首を振る。

        「ううん。ヴァルワは、優しかった」

        「リンクには優しくしたくてたまらないんだ。不思議だな。初めは、冷たくしようと思っていたのに――リンクと過ごせば過ごすほど、どろどろに甘やかしたくなっていくんだ」

        　ヴァルワはそう言うと、俺の頬に唇で触れた。俺は満たされた気持ちで、いつか馬車でしたキスの事を思い出していた。

        　このようにして――ドアマットなゲームが好きで、おそらく（ほぼ確実に）アルスの魔力暴発の弊害による落石……隕石ではなく岩魔術でこの世界に転生してきてしまった俺は、無事に恋人を得る事となった。ドアマット好きな俺がＢＬゲ転生した結果は、ハッピーエンドだったのだ。

        　しかし、俺達の恋人関係は、まだ始まったばかりなので、これからがスタートだとも言える。俺とヴァルワの新たな関係は、これからが肝心だ。

        　そう思いつつ、満たされた気分で、俺は目を閉じて眠りに落ちたのだった。

        　

        　

        　

        【完】
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